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口絵1 土坑出上の弥生上器・木製品 (大森町出土)

平城京跡 (左京五条四坊八・九・十坪)の調査 第4591・ 2・ 3・ 4次

(本文7～ 16頁 )
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口絵4 「分銅」形土製品 (平城京跡出土)

平城京跡 (右京二条三坊十五坪)の調査 第460次

(本文68～ 73頁 )

樟秤の錘 (分銅)に似た釣鐘形の土製品である。銀灰色に焼

き上げられ、瓦器のような質感をもっている。表面は磨かれ、

光沢がある。鉦や底部周縁は削って整形されている。重さは

36.43gで 、当時の1両 に近いが、素焼きであることを考える

と実際に分銅として用いられたかどうかは疑問が残る。奈良時

代の遺構の上に重なる小土坑から出上しており、時期は平安時

代以降のものである可能性があるが、詳細は不明。

高さ3.95釦、最大径3 05cm。

0                  1 0cm
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口絵5 耳 皿 (平城京跡出土)

平城京跡 (右京二条三坊十五坪)の調査 第460次

(本文68～ 73頁 )

緑釉陶器の耳皿である。円形にロクロ成形した後、相対する

二ヶ所を内側に折り返して作る。高台は、貼り付け高台で、断

面は端部に丸みをもつ三角形状を呈する。内外面全体に釉が掛

るが底部内面は本来無釉であつたところに焼成によって釉が流

れ込んだものと考えられる。柱穴から出土。10世紀後半頃の

ものと考えられる。調整技法および高台や釉調の特徴から、近

江産の可能性が高い。

最大径9.8cm、 高さ3.2cm、  口縁部厚さ0.3cm。
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口絵ヤ 墨書土器「普光通」 (平 城京跡出土 )

油坂遺跡・平城京跡 (左京三条四坊十二坪・東四坊大路)

の調査  第461。 465・ 479次

(本文53～ 64頁 )

口絵6 三彩陶器 (奈良三彩)蓋

(平城京跡出土)

油坂遺跡・平城京跡 (左京三条四坊十三坪・東四坊大路)

の調査 第461・ 465。 479次

(本文53～ 64頁 )

口絵8 柱の礎板に利用されていた薦
(平城京跡出土)

油坂遺跡 。平城京跡 (左京三条四坊十三坪・東四坊大路)

の調査 第461。 465。 479次

(本文53～ 64頁)



|ま  じ め に

奈良市教育委員会は、市民の皆様の文化財保護に対す

るご理解 とご協力のもとに、毎年、平城京跡を中心に発

掘調査を実施 しています。

また、史跡大安寺旧境内においては、平成 10年度か ら

「史跡大安寺旧境内保存整備事業」をすすめてお り、平成

13年度か らは 「塔院地区」の発掘調査を実施 してお りま

す。今後、発掘調査成果を活かした、保存整備を行って

いきたいと思います。

本書は、平成 13年度に実施 した埋蔵文化財の発掘調査

の成果の概要をまとめたものです。多 くの皆様に御活用

いただき、奈良市の埋蔵文化財に対する理解を深めてい

ただければ幸いです。

最後 にな りましたが、本書の作成 にあたって御指導、

御協力くださった関係機関の皆様に対 しまして、厚 く御

礼申し上げます。

平成17年 3月

奈良市教育委員会

教育長 中 尾 勝 二



例  言

1 本書は、平成 13年度に奈良市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査の概要をまとめたものである。

平成13年度に実施した調査のうち、奈良町遺跡第2次調査については、平成12年度の概報に収録している。

水間遺跡第4次調査 (試掘調査)、 柚ノ川イモタ遺跡第 1・ 2次調査については、後日、別冊により報告する

予定である。また、平成14年度に実施した平城京跡第479次調査を本書に収録した。

2 本書作成時 (平成15年度)の体制については下記の通 りである。なお、各調査の現地担当者は発掘調査

一覧表に示した。

社会教育部 文化財課 課 長 前原武嗣

主 幹 森川倫秀

埋蔵文化財調査センター 所長 高谷明男

庶務係   係長 北尾秀次  事務吏員 山形和広

調査第一係 係長 西崎卓哉  主任 立石堅志

技術支員 鐘方正樹 松浦五輪美 安井宣也 秋山成人 宮崎正裕

久保清子 原田憲二郎 山前智敬 大窪淳司 池田富貴子

調査第二係 係長 篠原豊一  主任 三好美穂

技術支員 森下浩行 池田裕英 中島和彦 武田和哉 久保邦江 原田香織

3 発掘調査と本書の作成にあたっては、奈良文化財研究所、奈良県教育委員会、奈良市文化財保護審議委

員会、龍野市教育委員会等関係諸機関から御指導と御教示を賜わった。また、土地所有者等からの多大な

協力をいただいた。記して感謝いたします。

4 各発掘調査の次数は、奈良市教育委員会が実施した調査に付した遺跡ごとの通算次数である。本書で使

用した遺跡名の略号は次の通 りである。なお、平城京跡については、遺跡の略号を省略した場合がある。

平城京跡―HJ 平城京東市跡推定地一TI 大安寺旧境内 DA 元興寺旧境内 GG 水間遺跡一MM

東紀寺遺跡―HK 柚ノ川イモタ遺跡 SI 窪之庄北浦遺跡 QK 奈良町遺跡―NR

5 本書の作成は、埋蔵文化財調査センター職員が分担して行ない、文末に文責を示した。

6 本書で使用した遺構等の番号は、一部を除いて、調査ごとに付した仮番号である。遺構の番号の前には、

SA(築地 。塀)、 SB(建物)、 SD(溝・濠・溝状遺構 。暗渠)、 SE(井戸)、 SF(道路)、 SK(土坑・穴)、

SX(そ の他)の記号を付した。遺構平面図に示す遺構記号・番号の位置は、原則として、遺構の中央、

あるいは右下とした。また、遺構の大きさの表記は、すべて遺構検出面での計測値である。

7 本書で使用した奈良時代の遺物の名称・形式・型式は、一部を除いて、以下の刊行物等に準拠した。

軒瓦 :『平城京藤原京出土軒瓦型式一覧』奈良市教育委員会、1996年。

土器 :『平城宮発掘調査報告書�』奈良国立文化財研究所、1982年。

8 引用文献のうち、奈良市教育委員会、奈良県教育委員会、奈良 (国立)文化財研究所発行の概報 。年

報については、調査機関名 (それぞれ市、県、国と表示)、 調査記号と報告年度のみを本文中に記した。

なお、市の調査については、機関名を省略したものがある。

9 発掘区位置図については奈良市発行の1/2,500及び1/10,000大 和都市計画図を、調査地位置図について

は国土地理院発行の1/25,000地 形図を使用した。

10 本文及び図中に記した位置・方位の表示は、法改正 (2002年4月 1日 )前の平面直角座標系Ⅵによる。

11 本書の編集は、森下浩行が担当し、三好美穂 (平成 16年度 調査第二係 係長)・ 立石堅志 (同 調

査第一係 係長)が校閲した。
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平成13年度 発掘調査一覧表

番号 調査次数 遺 跡 名 調 査 地 調 査 期 間 調査面積 担当者 届出者/事業内容
業
分

事
区

出
号

届
番

1 459-1 平城京跡
(左京五条四坊八坪)

大森田T157-2-1 H13 514～  7H 29∬
・
憲

島

田

中

原

奈良市長/」R奈良駅南特定土

地区画整理事業
公 共

H12:
3145

2 459-2 平城京跡
(左京五条四坊九・十坪)

大森町1561 H13 514～  711 4291al

3 459-3 平城京跡
(左京五条四坊十坪)

大森町104 H13 717～   919 951111
立 石・

池 田富
4 459-4 平城京跡

(左京五条四坊十坪)
大森町104、 106 H13 516～ 627∬

5 平城京跡
(右京二条二坊十五坪)

横領町329、  332-1 H13 521～   810 1,000∬ 松 浦
奈良市長/近鉄西大寺駅南土
地区画整理事業

公 共
Ｓ６３

３０５

6 油坂遺跡・
平城京跡 (東 四坊大路)

大宮町2丁 目82-59、

ほか
H13 528～   823 714正 久保邦

奈良市長/芝辻大森線衡路整
備事業

公 共
Ｈ

３

7 462-1 三条遺跡 。

平城京跡 (左京四条五坊七坪
=条本町2731、  3、
-5、  -8--10、  ほか

H13 6 4～  823 1,4501n 宮崎・
安井

奈良市長/」R奈良駅周辺土地

区画整理事業
公 共

S63:
3055

462-2 三条遺跡・
平城京跡 (左京四条五坊七坪

三条本町269上、 9～
‐11、  270-2-1、  |ま か

H13 827～  1019 1,10011i 安井 。

宮崎

9 462-3 三条遺跡・
平城京跡 に京四条五坊七期

三条本町2708～ 11
‐15、  522、  ほか

HX3 10 22～  12 3 5401n 安井

462-4 平城京跡
(左京四条五坊五坪)

―条本町3274、 ほか H131119～  12 3 100111 久保邦

平城京跡 (西三坊大路 ) 菅原町5131 H13 716～   8 3 112面 秋 山 個人/共同住宅建設 緊急
Ｈ

３

46盗
三条遺跡・
平城京跡 (左京四条五坊七坪)

=条本町2661、  2、
ほか

H13 723～  1孔 26 1,950111
他出裕

久保 邦

奈良市長/JR奈良駅周辺土地
区画整理事業

公共
Ｓ６３

３０５

平城京跡
(左京三条四坊十二坪)

大官町2丁 目116 H13 820～  10 9 36811a 松浦
奈良市長/大宮幼稚園園舎
建設事業

公共
H13:
3043

14 466 平城京跡
(左京三条三坊六坪)

大宮田丁4丁 目302-6、

303-2
H13  9  3～   921 120nl 武 田 個人/共同住宅建設 原因著

Ｈ

３

467 平城京跡
(左京四条五坊五坪)

杉 ケ 町 30 H13 913～  11 8 636面 山前
奈良 トヨタ自動車 (株)/
店舗建設

原因者
Ｈ

３

468-1 平城京跡
(左京五条四坊七坪 )

大安寺7丁 目6724 H13 910～  1023 955∬ 原 田憲

奈良市長/」R奈良駅南特定土

地区画整理事業
公 共

H12:
3145

17 468-2 平城京跡
(左京五条四坊七坪)

大安寺7丁 目6691 H18 910～  1023 47311a 原 田憲

468-3 平城京跡
(左京五条四坊二坪)

大安寺7丁 目6851 H13 911～  1019 509na
立石 中

島 池田宮

468-4 平城京跡
(左京五条四坊十六坪)

大森町1221、 1242 H1311 1
～H1418 4701al

と石・原E
肇池田宮

平城京跡 (左京五条七坊六平
・奈良町遺跡

川之上突抜北方町
±6-文

H13 917～ 104 120正 秋 山 博愛会松倉病院/病院建設 票因者
Ｈ

３

平城京跡
く左京四条五坊五坪)

杉ケ町31 H131015～  1030 88∬ 武 田
(株)ト ヨタレンタリース奈良
/店

舗建設
瓢因者

‐３

０１

Ｈ

３

平城京跡
(右京五条四坊五坪)

五条3丁目914、 915 H131114～ 1129 3881n 秋 山 個人/畑地造成 緊急
Ｈ

３

平城京跡
(左京五条五坊八坪)

三条本町593、  5 H131120～  12 6 145111 武 田 個人/共同住宅建設 京因増
Ｈ

３

平城京跡
(右京二条二坊七坪)

西大寺国見町1丁 目
2137-62 H14 1 8～  222 400111 武 田 神慈秀明会/宗教施設建設 京因茫

Ｈ

３

474 平城京跡
(右京六条四坊二・七坪)

六条2丁 目451-3、

ほか
H14 2 6～  222 Ｚｍ

立石・

原田憲
奈良市長/
六条幼稚園園舎建設事業

公 共
H13
327

平城京跡
(左京三条三坊三・六坪)

大宮町4丁 目3502、
ほか

H14 322～   329 981na 山前
生和ホームズ (株)/
共同住宅建設

京因辛
H13:
3250

T127

平城京東市跡推定地

東九条町4345 H131023～  1112 83al 中島 個人/個人住宅建設 緊急
H

T128 東九条町4341の 一部 H131112～  12 5 140111 中島
奈良市長/
西九条仁保線街路整備事業

公 共
H ‥

４

T129 杏田丁588-1 H14 1 7～  3 6 425∬ 秋 山 範囲確認調査 緊急

DA93

史跡大安寺旧境内

大安寺4丁 目1073-1 H13 521～   611 30∬ 山前 個人/個人住宅新築 緊 急
H12:
1072

DA94 東九条町13202、
1337-1、  1386、  イまか

H1311 2
～H14 2 6 355面 松浦・中

島・宮崎
奈良市教育委員会教育長/
史跡大安寺旧境内保存整備事労

そのlt

‐３

０３

Ｈ

ｌ

DA95 大安寺5丁 目10042 H131211～  1218 1 llaa 山前 個人/個人住宅増築 緊急
Ｈ

ｌ

GG55 元興寺旧境内・奈良町遺跡 中新 屋 町 12 H13 621～  628 22∬ 武田 個人/個人住宅新築 緊急
Ｈ

３

34 HK5 東紀寺遺跡 東紀寺町3丁 目707 H14 115～  219 3971al 安井
奈良市長/第 9号 (紀寺)

市営住宅建替事業 (第 1期 )
公共

Ｈ

３

柚ノ川イモタ遺跡、ほか
布山ノ,II町 536、 541-1
544-1、  ほんゝ

H13 620～   719 690面

鐘方
・大窪

奈良県北部農林振興事務所長
/県営ほ場整備事業
(田 原東地区)

屎因者
Hll:
3271柚ノ川イモタ遺跡

布山ノナII町 536、  541-1
544-1、  ほか

H1310 2～  1228 2,189∬

MM4 水間遺跡 /k間田丁556、  ほか H14 117～  329 と,892111

QKl 窪之庄北浦遺跡
1蜘 田丁7491、  750、
窪之庄田丁629、  ほか

H14 225～  311 6311a 中 島
奈良市長/
仮称山村東西線道路新設工事

公共
Ｈ

３

NR2 奈良町遺跡 高女口田丁1200-1 H13 5 9～ 80na 池田裕 奈良市長/
仮称最勝院美術館建設事業

公 共
H12:
3102



平城京跡の調査



平成13年度は、39件 (調査面積 17,330.5∬)の
発掘調査を実施してお り、そのうち、26件 (調査

面積13,094.5笛)が平城京跡の調査である。

平城京跡の調査のうち、 14件 (調査面積9,723,5

ポ)が、土地区画整理事業3件 (JR奈 良駅周辺土地

区画整理事業、JR奈良駅南特定土地区画整理事業、

近鉄西大寺駅南土地区画整理事業)に係る調査であ

り、調査面積比にして、全体の調査の約56%、 平

城京跡の調査の約74%に あ|た る。ただ、この3事業

のうち、平成13年度の近鉄西大寺駅南土地区画整

理事業に係る調査は1件のみである。

したがって、平成13年度に実施した平城京跡の

発掘調査は、JR奈良駅周辺地域が中心である。

平成13年度も、平城京跡と重複して、その前・

後の時代の遺跡の調査を実施した。平成12年度ま

で、その前の時代に限つて、遺跡名 (仮称)を付し

てきたが、今回もひきつづいて付したものがある。



1.平城京跡 (左京五条四坊)の調査

この調査は、奈良市が計画する」R奈良駅南特定

土地区画整理事業(総事業面積 14.6万だ)に 係 り、

実施した埋蔵文化財発掘調査である。

事業地は、北を主要地方道奈良生駒線、東を」R

桜井線、西を菩提川、南を浄言寺川に囲まれた水

田地帯であり、中央をJR関 西本線が斜めに走る。

地形上は東か ら西へ緩やかに下る沖積地に在 り、

中央を西流する用水路に向けて、北側では北から

南に、南側では南から北へと緩やかに下がる。平

城京の条坊復原では、左京五条四坊の北半と五条

五坊の一部に想定されている。

I 平城京跡の調査

JR奈良駅南特定土地区画整理事業に係る発掘調査

市教育委員会では事業主体 との協議により、本

年度から発掘調査を開始 した。本年度は下記のと

おり通常事業で4箇所2,036∬、臨時交付金事業で

同じく4箇所1,547だ の調査を行った。以下に調査

の概要を坪 ごとにまとめて記する。通例に従い、

事業ごとに調査次数を付し、各発掘区は調査次数

に枝番号を付すことによって区別した。

なお、報告に際して用いる遺構番号については、

坪 ごとに古墳時代以前の遺構に2桁、奈良時代以

降のものに3桁以上の番号を付している。 これ ら

の番号は今後の各坪調査での通し番号とする。

建 .ど
、生本争 ,

平成13年度 」R奈良駅南特定土地区画整理事業地内発掘調査一覧表

巾

島

遺 跡 名 調査次数 事 業 名 調 査 地 調 査 期 間 調査面積 調査担当者

平城京跡 (左京五条四坊八坪)

平城京跡 (左京五条四坊九・十坪)

平城京跡 (左京五条四坊十坪)

平城京跡 (左京五条四坊十坪)

平城京跡 (左京五条四坊七坪)

平城京跡 (左京五条四坊七坪)

平城京跡 (左京五条四坊二坪)

平城京跡 (左京五条四坊十六坪)

459-1

459-2

459-3

459-4

468-1

468-2

468-3

468-4

通常事業

通常事業

通常事業

通常事業

臨時交付金事業

臨時交付金事業

臨時交付金事業

臨時交付金事業

大森町15721

大森町1561

大森町104

大森町104、 106

大安寺7丁 目6724

大安寺7丁 目6691

大安寺7丁 目6851

大森町1221、 1242

H

H

H

H

H

H

H

H

3 5

3 5

3 7

3 5

3 9

3 9

8 9

311

4～  711

4～  711

7～  919

6～  710

0～ 1023

0～ 1023

1～ 1019

1～
H1418

29111

429111

95 11Yl

6271al

955111

473111

509111

4701rl

中島・原田憲

中島・原田憲

立石・池田官

立石・池田富

原田憲

原田憲

立石・中島・池田富

立石・原田憲
。池田寓

Jヽ

JR奈良駅南特定土地区画整理事業地内の調査 発掘区位置図 1/5,000



平城京跡 (左京五条四坊)の調査

(1)平城京跡 (左京五条四坊二坪)の調査 第468-g次

発掘区は、二坪の西半で、東三坊大路に面した

部分にあたる。現在発掘区のすく
゛
西には浄言寺川

が北流し、北西で菩提川に合流している。調査は

南・北に分けて行い、排土置き場を設けた。

発掘区内の層序は、北半部で、耕土以下、暗灰

褐色土、茶灰褐色土、暗灰色土、暗茶黄色土と続

き、地表下約0,6mで暗橙色砂礫の地山 (無遺物層)

となる。北東部では、地山がさらに北東方向に低

くなってゆき、その上面に弥生時代の遺物を含む

堆積土がある。堆積土層の幅約5m分を検出した。

さらに発掘区外に広がる。 この部分の層序は、上

から黄茶灰色土 (16)、 橙茶灰色土 (17)、 紫灰褐

色土 (18)で、北東隅の最深部で深さ約0.5mあ

る。遺構が存する面は、その堆積土上面と地山上

面とである。地山上面の標高は、北東隅の最深部

で60.Om、 発掘区南端で60.7mで ある。

検出遺構 奈良 。平安時代の掘立柱建物 3棟、

溝1条がある。

SB201 梁間2間 (3.Om)、 桁行3間 (6.Om)以

上の東西棟建物。柱間は、梁間が1.5m等間、桁行

が2.Om等間である。

SB202 梁間2間  (3.OHl)、  桁行2間  (3.2al)以

上の総柱建物。柱間は、梁間が1.5m等間、桁行が

1.6m等間である。

SB203 梁間2間 (3.5m)、 桁行3間 (4.2m)以

上の南北棟建物。柱間は、梁間が1.75m等間、桁

行が2.lm等 間である。いずれの建物も出土遺物が

少なく、詳細な時期は不明である。

SD105 東から西へ流れる溝。西に向かって深

くな り、西端で幅約2,7m、 深さ約0.4mで ある。

東では途切れる部分がある。土器、瓦が少量出土

しており、最も新しいもので10世紀後半から11世

1

6

rΓこ==プ

1 耕土

2 暗灰褐色土

3 明灰色土 (明 褐色土含む)

4 暗茶灰色土

5 暗灰褐色土

6 暗灰褐色土

7 茶灰褐色土

8 暗灰青色土

(灰 自色土含む)   9
10

11

(暗 褐色土含む)   12

暗灰色土 (茶褐色土含む)  13
明灰色±          14
黒褐色±          15
橙灰色±          16

黄茶灰色±   17 橙茶灰色土 (弥 生時代以前の埋土)

暗茶黄色±   18 紫灰褐色土 (弥 生時代以前の埋土)

黄茶灰色±   19 暗橙色砂映

黄茶灰色土 (弥 生時代以前の埋土)

第4683次調査 発掘区東壁 (北部)土層図 1/50

第4683次調査 発掘区北半部 (北から) 第4683次調査 発掘区南半部 (西から)



I 平城京跡の調査

紀初め頃の土師器皿がある。

このほか、黄茶灰色土 (16)上面で、縄紋時代

中期の深鉢形土器1個体を検出した。 日縁部を下

にしてお り、日縁部の高さ約4cm分 のみが全周残

つていた。径約0.5m、 深さ約0,08mの 平面不整円

形の掘形を検出した。土器の器高を勘案すると、

縄紋時代の地表面がかなり削平されていることに

なるが、土器が出土した発掘区北東隅の堆積土に

は、弥生土器片、石器が少量ではあるが含まれて

おり、遺構の重複関係に疑問が残る結果となった。

縄紋・弥生時代の遺跡の様相については、さらに

隣接地での調査結果の検討が必要である。

出上遺物 縄紋土器、弥生土器、土師器、須恵

器、瓦器、瓦、石器が遺物整理箱1箱分出土 して

いる。このうち、縄紋土器について報告する。

黄茶灰色土上面で検出した縄紋土器は、深鉢形

土器で、出土時は日径約30cmあ り、日縁部が全周

残っていた。 しかし、残存状態が悪 く、多くの部

分が土と同化していた。このため、取 り上げ、洗

浄の過程で崩れ、細片化し、大小の15片 ほどの破

片しか残 らなかった。そこで、残存状況が比較的

良好な4点 (1～ 4)を 図化 し、報告する (写真は

日絵2)。 これらは同一個体である。

1～ 3は、波状口縁部である。 1は頂部を水平に、

2は頂部を山形に仕上げる。 1・ 2と も円孔を2つ 水

平方向に並べて開ける。外面は縄紋を施 した後、

低い隆帯を水平方向に貼付け、爪形紋を施す。隆

帯は日縁端部よりやや下に貼付け、下に向かう緩

やかな連弧を描く。2の 内面には縄紋が施される。

3は、日縁端部外面とそのやや下に隆帯を貼付け、

爪形紋を施す。隆帯と隆帯の間には縄紋が施され

る。日縁部内面は肥厚し、縄紋を施す。

4は、唯一日縁部の傾きがわかるもので、日縁

端部は水平である。磨耗が激しく、紋様、調整と

もに不明瞭である。日縁端部外面とやや下に隆帯

らしきものがあり、日縁端部内面は、面をとり、

縄紋が施されるようである。出上位置か らみて、

図上では、 1の 右側になる。縄紋時代中期の船元

I・ Ⅱ式上器1)の特徴をもつ。

(中 島和彦)

1)間壁忠彦他『里木貝塚』 (倉敷考古館研究集報 第7号)1971。

第4683次調査 遺構平面図 1/250

縄紋土器出土状況 (北から)
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縄紋土器図 1/4
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平城京跡 佐京五条四坊)の調査

(2)平城京跡 (左京五条四坊七坪)の調査

左京五条四坊七坪の中央南辺から中心部にかけ

ての位置に、南北2箇所の発掘区を設定した。

基本層序・地形 第4681次発掘区では、黒灰

色上の耕土の下、約0。3m厚の茶褐色砂質土を挟み、

地表下約0.5mで 、黄褐色粘土あるいは灰色砂の地

山 (無遺物層)に至る。発掘区北西辺では、茶褐

色砂質土と地山の間に黄灰色砂質土層が入る。遺

構の存する面は、基本的に地山上面であるが、こ

の黄灰色砂質土上面においても、遺構が存するこ

とを確認した。地山面の標高は概ね62.Omである。

一方、南側の第4682次発掘区では、南辺では

約0.lmの耕土下で直ちに礫混じりの黄褐色土の地

山 (無遺物層)と なる。北辺では耕土の下に厚さ

約0.2mの灰褐色砂質土を挟み、地山 (無遺物層)

となる。地山上面が遺構の存する面で、その標高

は、南辺で概ね62.6m、 北辺では概ね62.4mで あ

り、南から北に向つて緩やかに下る。これは、二

坪 (第4683次)での様相と同じである。ところ

が、発掘区を北に一部拡張したところ、地山が北

に急激に落ちる段差を確認した。高低差は約0,4m

あり、段差以北の地山面がおそ らく第4861次発

掘区での遺構の存する面へと続くものと考える。

ところで、 この段差以南の礫混 じりの地山は、

二坪 (第4683次)で確認した北に向かって下る

礫混 じりの地山と同じ堆積土層であると考える。

第4682次発掘区周辺には 「石ガマチ」の小字名

が残 り、この牒混じりの地山に由来するものと思

える。調査地以南には、北に向って下る緩やかな

傾斜面がある丘陵が控えていることが窺える。

検出遺構 奈良時代の掘立柱建物5棟、掘立柱

塀6条、溝5条、土坑1基がある。以下主なものに

ついて記す。

SB201は、第4681次発掘区北辺で検出した東

西1間以上、南北2間 (6.6m)以上の掘立柱建物

である。南北の柱間は11尺 (3.3m)である。建

物南辺を確認した。発掘区外北へ続く。柱掘形は

いずれも平面一辺1.lmの 方形で、深さlm余 りの

大型のものであることから、総柱建物であると考

第468-1、  -2次

える。重複関係から南北方向の溝より古いことが

わかる。柱穴埋土から、奈良時代後半から末頃に

かけての土器が出土した。

SA202は、SB201に重複する位置で検出した南

北8間 (6.3m)以上の南北方向の掘立柱塀である。

柱間は7尺 (2.lm)等 間である。発掘区外北へ続

く。北および東に延びる掘立柱建物の可能性もあ

る。発掘区北壁での土層観察によると、SB201は

地山である黄褐色粘土上面から、SA202はその上

に堆積する黄灰色砂質土の上面か ら掘 り込まれて

おり、SA202が SB201よ り新しいことがわかる。

柱穴埋土から、奈良時代前半の上器が出土した。

SA203は 、SB201の 南側で検出した南北2間

(4.2m)の掘立柱塀である。柱間は7尺 (2.lm)

等間である。重複関係からみてSA202よ り新しい

ことがわかる。発掘区外東側に延びる掘立柱建物

の可能性もある。

SB204は、第468-2次発掘区の北辺で検出した

梁間2間 (6.Om)、 桁行3間 (10.8m)以 上の東西

棟掘立柱建物である。桁行は7尺 (2.lm)等間、

梁間は5尺 (1.5m)等 間である。発掘区外東へ続

く。柱穴埋土から弥生土器、奈良時代の上器が出

土した。

SB205は、SB204に重複する位置で検出した梁

間2間 (6.Om)、 桁行3間 (10.8m)以 上の東西棟

掘立柱建物である。桁行は12尺 (3.6m)等 間、

梁間は10尺 (3.Om)等間である。発掘区外東へ

続く。重複関係からSB204よ り新しく、SB207よ

り古いことがわかる。柱穴埋土か ら奈良時代後半

の土器が出土した。また柱穴柱抜取坑からは、瓦

片がまとまって出上しており、この建物が瓦葺き

であった可能性を窺わせるものと考える。ただし、

出土量からみて、英斗棟など屋根の一部にのみ葺

かれたものであろう。このSB205北側柱列と、北

方にあるSB201南側柱列との距離は110小尺 (33

m)と整数値に収まり、かつ柱筋が揃うことから、

両建物が同時期に並存すると考える。

SB206は、SB205の西側柱列に重複して検出し



I 平城京跡の調査

た南北2間 (6.Om)以 上、東西1間 (3.Om)以 上

の掘立柱建物である。東西・南北とも柱間は10尺

(3.Om)等間である。発掘区外北及び西へ続くが、

発掘区北側では、地山が段差をもって落ちている

ことが確認されてお り、 この建物は南北2間 の東

西棟建物であると考えたほうがよかろう。柱穴埋

土から、奈良時代の土器が出土した。

SB207は 、SB205の 南側で検出した東西2間

(3.Om)以 上、南北3間 (5.4m)の 総柱建物であ

る。東西の柱間は5尺 (1.5m)等 間、南北の柱間

は6尺 (1.8m)等間である。発掘区外東へと続く。

柱穴埋土から、縄紋時代の石鏃、奈良時代の土器

が出土した。第4683次調査地において縄紋中期

の埋甕遺構が確認されたことと併せ、周辺に縄紋

時代の遺跡が広がる可能性も窺えよう。

SA208は 、SB207に 重複した位置で検出した南

北2間 (3.6m)の 掘立柱塀である。柱間は6尺

(1.8m)等間である。発掘区外東側に延びる掘立

柱建物の西側柱列の可能性もある。

SA209は 、SB207の 西で検出した南北2間 (6.0

m)の 掘立柱塀である。柱間は10尺 (3.Om)等

間である。柱穴埋土から、奈良時代の上器が出土

した。

SA210は、第4682次調査区南辺で検出した南

北2間 (6.Om)の 掘立柱塀である。柱間は10尺

(3.Om)等間である。

SA211は、SA210に取 り付く東西2間 (6.Om)

の掘立柱塀である。柱間は10尺 (3.Om)等間で

ある。SA210。 211は、ともに柱穴の深さが0.1

m程度 しか残存せず、東西、南北ともに2間以上

の削平された掘立柱建物である可能性もある。

SK601は、SB201の 南側で検出した一辺約 1.5

mの平面隅丸方形の土坑である。深さは約0.5mで

ある。掘形底面で径0.4m程度の石を3個確認した。

重複関係から南北方向の清よりも新しいことがわ

かる。坑内埋土から、奈良時代の土器が出土した。

SB201の柱筋と揃う位置にあることから、その一

部であるとも考えたが、南北溝との重複関係に純

解があることから、土坑と考えた。その性格につ

いては不明である。
/

上 :遺構平面図1/400 下 :発掘区

1 黒灰色土 (耕 土)

2 茶褐色砂質±  5 暗黄褐色土

3 黄灰色砂質±  6 黄灰色砂質土

4 茶灰色砂質±  7 暗茶色土

!眸 68-1次]北壁土層図1/50

SA211

(原 田憲二郎)

-5-



平城京跡 佐京五条四坊)の調査

第4681次調査 (南 か ら)

第4681次調査 発掘区東半部 (北から)

第4682次調査 発掘区南半部 (南 から)

第4682次調査 発掘区北半部 (南 から)

4681次調査 発掘区西半部 (南 から) 掘立柱建物SB204・ 205(西 から)

掘立柱建物SB207(北から)第4681次調査 発掘区西半部 (北から)



(3)平城京跡 (左京五条四坊七 。九…引平)の調査

I 平城京跡の調査

第4591-2-3-4次

I.は じめに

調査は、東四坊坊間路と左京五条四坊条間北小

路との交差点周辺で実施した。発掘区は七坪の北

東隅 (第4591次 )、 東四坊坊間路と条間北小路の

交差点と九坪南西隅 (第4592次 )、 十坪の北西部

(第4593-4次 )の 4箇所に分けて設定した。い

ずれの発掘区内も基本的な層序は、上から、耕土、

暗茶灰色土、明灰色砂質上、暗灰褐色砂質上、灰

褐色砂と続き、地表面から0.5～ 1.Omで 黄灰色粘

土の地山 (無遺物層)に至る。地山上面の標高は、

第4591次発掘区で61.3m、 4592次発掘区で

61.8m、  第459-3次発掘区耳ヒ辺で61,6m、  第459-4

次発掘区南辺では62.4mで ある。遺構の存する面

は地山上面である。

Ⅱ.検出遺構

A.弥生時代の遺構 (土坑1基 )

SK01 東西約0,7m、 南北約0.8m、 深 さ約

0,95mの平面精円形の土坑である。埋土は暗茶褐

色粘質上で、下半部はグライ化が進み、腐植した

草木を多く含む。ほぼ垂直に掘 り込まれてお り、

東側の底近くの壁は快れて袋状になる。底は灰色

砂層に達し、湧水が激しい。

底に後期後半の弥生土器と杓子形木製品を埋納

している。土器は、ほぼ完存する広 日壺4点、短

頸壺3点、長頸壺1点、甕 1点、小型高杯1点が倒れ

た状態で出上 した。ほかにこの破片が少量ある。

北東側に広 回壺、南西側に短頸壺と長頸壺を固め

て置いている。 これ らの上に大型の広口壺 (15)

が倒立しているが、日縁部は胴部からやや離れて

出土してお り、埋納時には既に顕部で割れていた

ようである。その東側に杓子形木製品 (17)が柄

を南に向けて置いている。小型の高杯は、これ ら

の壺の下から出土した。壺内には、粘上が少し流

入 しているのみだが、広 日壺 (9・ 12)と 長頸

長頸壺 (10)

短頸壺 (14)

―
~ ―＼でご

1    型 B

広日壺 (15)、 木製品

取上げ後の状況

型
-147209

-16,701

O                       lm 平面図の ( )内数字は、遺物番号に対応する。
断面図の遺物は見通 しである。

土坑SK01 土器・木製品出土状況平面及び立・断面図 1/20

土坑SK01 土器出土状況 (西から)

暗茶灰色粘質土

(腐植 した●木を多く含む)

-7-
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平城京跡 佐京五条四坊)の調査

壺 (10)内の流入土から種子 (未 同定、直径約 3

mmの 球形)が数点見つかつた。土坑の埋土に含ま

れていたものかもしれない。    (中 島和彦)

B.奈良時代以降の遺構

条坊に関連する遺構には、東四坊坊間路と同東

側溝、左京五条四坊条間北小路と同南北両側溝が

ある。坪内の遺構には、十坪の西を限る築地塀と

同雨落溝、同暗渠2条のほか、掘立柱建物・塀5棟

(条 )、 土坑2基、清6条がある。また、耕作に伴う

溝を多数検出した。東四坊坊間路、五条条間北小

路、坪内の遺構の順に報告する。

SF0710隧 593次]東 四坊坊間路。幅4.Om分、

長さ16.Om分を検出した。西側溝を確認していな

いので、幅員は確定できない。路面東側は、側溝

の流水に浸蝕され、削られている。

SD104酵 592～ 4次]東 四坊坊間路東側溝。幅

2.5～ 4.Om、 深さ0.4～ 0.7mで ある。後述の五条

条間北小路SF0910を 横断し、条間北小路北側溝

SD101と交差する。溝底の高低差により、十坪か

らは北流、九坪からは南流し、西流するSD101と

合流することが分かる。合流部では、溝底に高低

差があり、SD101が 1.2m深 い。十坪 酵594次]で

は、東岸 と底の一部を確認し、溝底で杭を1本検

出した。改修が見 られ、改修前の溝か ら8世紀後

半以降、改修後の溝から8世紀末～9世紀初頭の遺

物が出土 した。最上層から9世紀末～10世紀初頭

の遺物が出土している。

SF0910酔 592次]五 条条間北小路。南北側溝

の心々間距離は約6.Omで ある。路面は北側溝の流

水で浸蝕されており、幅3.0～ 5,Omで ある。

SD101酵 59-3次 ]条 問北小路北側溝。幅2.5-

4.Om。 後述の護岸SX801隧 592次]の東端か ら西

に向かって、急激に深くなる。発掘区東端での深

さは約0,7m(溝底標高61.lm)だが、東四坊坊間

路東側溝SD104と の合流部では約1.8m(溝底標

高59.8m)も ある。溝内から8世紀末～9世紀後半

の遺物が、多くの獣骨とともに出土している。最

上層の埋土には、16世紀後半～17世紀前半の国産

陶器を含み、 この頃大きく氾濫したものと見 られ

る。溝心の座標は、X=-147,211.10m、 Y=一

16,700.00mで ある。

SX801酔 592次]北 側溝SD101と 東四坊坊間路

東側溝SD104の 合流部分で、SD101の 北岸 と

SD104の 東岸に打ち込まれた護岸の杭列。流水に

よる浸蝕を防ぐものと思われる。合流点から東に

10m、 北に1.3m分 を確認した。杭は直径5～ 10cm、

長さ0,2～ 1.3mの 自然木の先端を尖らせたものを

用いている。

SD102酵 592次]条 問北小路南側溝。幅2.0～

2.5m、 深さは0.5～ 0,6m。 溝底の標高は、発掘区

東端で61.3m、 西端で61.lmで ある。溝内から奈

良時代のもののほかに、10世紀後半～11世紀の遺

物 も出土 して いる。溝心 の座標値 は、 X=―

147,216.90m、  Y=-16,700.00m。

七坪内の遺構 酵591次 ]

SD105 東四坊坊問路西側溝の想定位置にある

溝だが、 12世紀後半の瓦器が出土しており、西側

溝を踏襲しているかは不明である。西岸のみを検

出し、幅3.Om分、深さ1.4mま でを確認した。

SD106 SD105[4591次 ]の西側で検出した南北

溝。東岸のみを検出し、幅7.Om分、深さ1.6mま

でを確認した。

SD107 現況の灌漑用水路と同方向に流れる東

西溝。北岸のみを検出し、さらに南に広がる。深

さ0。 8mま でを確認した。溝内か ら17世紀初め頃

の上師器が出土し、現況水路が整備される以前の

灌漑水路とも考えられる。

九坪内の遺構 酵592次 ]

SD105 九坪南辺の築地想定地で検出した南北

溝で、南端で北側溝SD101に つながる。幅0,6m、

深さ0.2m。 木樋の痕跡が残るため築地暗渠の可能

性があるが、築地本体を確認できる痕跡はなかっ

た。奈良時代の遺物が出土している。

十坪内の遺構 酪593、 4次 ]

SD106 SD104の 東肩か ら約 2.5m東 で、

SD104と 平行する溝。2.5mの 空閑地を築地塀跡、

SD106を その雨落溝と考える。幅0.6m、 深さ0.1

～0.2mで ある。8世紀末～9世紀初頭の遺物が出

土した。4593次発掘区南辺で途切れて北に続か

ず、これより北での築地塀の存在は確認できなか

った。

SD105 SD104と SD106を つなぐ築地暗渠。

-8-



平城京跡の調査

0                                                                        5rn

1 造成盛±            10 暗灰～黄灰色粘質±       17 茶褐色粘質土、黄灰色粘質±  24 灰白色～茶灰色砂質土

2 耕±              11 暗褐色砂質土、暗灰色粘質土     (16・ 17 SD107)     25 明灰色砂質土

3 暗灰茶色細～中粒砂        12 黄灰色粘質上、暗灰色粘質±   18 暗灰色砂質±         26 暗茶灰色細～中粒砂

4 暗灰青色中粒砂         13 暗褐色砂質土、暗灰色粘質土、  19 暗灰色細粒砂         27 明灰色細～中粒砂

5 暗灰青色中粒砂、暗褐色細粒砂     暗褐色中粒砂 (炭 を含む)      (細 礫を含む)        28 茶灰色砂質土

6 暗灰茶色砂質土、暗褐色砂質±  14 黄茶灰色粘質±        20 暗灰色細粒砂         29 黄茶灰色砂質土

7 暗灰茶色砂質上、暗灰色粘質土     (11～ 14 SX801)      21 暗灰青色砂質±       30 黄茶灰色砂質土

8 暗灰茶色砂質±         15 茶褐色粘質±         22 茶褐色砂質±         31 茶灰色砂

9 暗灰色細粒砂含黄灰色粘質±    16 暗茶褐色砂質土含暗灰色シル ト  23 明灰色シル ト         32 茶灰色砂質土

発掘区南壁土層図 上 :第4594次調査 下 :第4593次調査  1/50

33 黄灰色砂質土

34 灰色砂

35 灰色砂礫

36 橙茶灰色細粒砂

37 暗灰青色細～中粒砂

(30～ 37 SD104)

-147,215

LH,6■Om

38
ヤ

ー

ンー ー ー ー

ー

ー ー ヤーーー ー ー ー ー ー ー ー ー

0                                            5m

-147210 -147,213

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

耕土

黒灰色粘土

灰褐色砂質土

黄灰色砂質土

茶褐色・黄灰色砂質土

明茶灰色砂質土

灰白色細粒砂

(42～ 44 SD101第 1層 )

茶灰色砂質土

(SD101第 2層 )

灰色細粒砂

(SD 101第 3層 )

青灰色粘土含灰色砂

暗灰色粘土、灰色砂礫

(47 48 SD101第 4層 )

青灰色粘土

(灰 色砂質土を含む)

50 黄褐色上、暗灰色粘土

(杭 裏込め)

(41～ 50 SD101)
51 灰褐色～灰色砂質土

52 灰色粘土質細粒砂

53 黄灰色砂質土

54 淡青灰色粘土

(53・ 54 SD102)

第4592次調査 上 :発掘区東壁土層図 1/80 下 :SD101断面土層図 1/40

-9-



平城京跡 (左京五条四坊)の調査

第4592次調査 護岸杭列SX801(南西から)

第4592次調査 小路北側溝SD101獣 骨 。瓦出土状況

幅 1.Om、 深さ0.2～ 0,3mである。坪の南北約1/2

に当たるところで検出した。当初は素掘りの溝で、

後に木樋が据えられたようである。8世紀末～9世

紀初頭の遺物が出土した。

SD107 築地暗渠SD105付近で、雨落清SD106

につながる、幅約4.Om、 深さ約0.3mの溝。宅地

内の水を集め、暗渠か ら排水 したと考える。8世

紀の遺物が出土している。

SA201 +坪の西を限る築地塀である。4594

次発掘区南端で添柱の柱穴を検出した。

SB202 坪北辺で検出した東西2間 (2.4m)、 南

北2間 (2.lm)の掘立柱総柱建物。

SB203 坪西辺で検出した桁行4間 (6.Om)、 梁

問2間 (3.6m)の 掘立柱南北棟建物。南北からそ

れぞれ1間 目に間仕切 りが付く。

SB204 SB203の南で検出した桁行2間 (5,4m)

以上、梁間2間 (4.8m)の 掘立柱南北棟建物。

SA205 SB204の 東で検出した東西2間 (3.9m)

の掘立柱塀。

SB206 築地暗渠SD105酔 594次]の東側で検出

した桁行1間 (2.7m)、 梁間1間 (1.8m)の掘立

柱東西棟建物。重複関係から、SD107埋没時期よ

りも古い。

SD108 東四坊坊間路東側溝SD104の 東で検出

した幅0,7m、 深さ0.3m、 長さ4mの南北溝。

SD109 SD104と 重複 して検出した幅0.8m、

深さ0.3mの 蛇行する溝。SD104最上層と同じ9世

紀末～10世紀初頭の遺物が出土している。

SDl10 SD108の 東で検出した幅 0。 4m、 深さ

0.4m、 長さ9.Omの東西方向の溝。周辺の耕作に

伴う溝と同方位であることから、水田開発に関わ

る溝と考えられる。

SK601 SB203の 南西隅柱と重複して検出した

土坑。一辺約1.4mの 平面隅丸方形、深さ約0.6m

である。8世紀末以降の遺物が出土している。

SK602 平面長方形の上坑。長辺4.2m、 短辺

0.9m、 深さ0.5mである。南端はSD HOの 東端に

つながる。

SX801 坪の西辺南北1/2付近で検出した整地

層。重複関係から、SD107酵 594次]よ り古く、深

第4594次調査 暗渠SD105(西から)

-10-

さはほぼ同じ0.3mで ある。 (池 田富貴子 )



-16,740
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I 平城京跡の調査

―――― -147,200

SD105

SD109

SD106

SD104

第459次調査 遺構平面図 1/400
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第4592次調査発掘区

第4593次調査発掘区

第4594次調査発掘区

0                               20m
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lc,           SF0910

第4591次調査発掘区
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平城京跡 佐 京五条四坊)の調査

警
一一一一一一

第4591次調査 発掘区全景 (北東から)

第4592次調査 発掘区全景 (上 が北)
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I 平城京跡の調査

第4594次調査 発掘区全景 (上が北)

第4593次調査 発掘区全景 (上が北)
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平城京跡 lt京五条四坊)の調査

Ⅲ.出土遺物

弥生 。奈良 。平安・鎌倉・室町 。江戸時代の遺

物が、遺物整理箱135箱分ある。

A.弥生時代の遺物

土坑SK01酔 592次 ]出上の一括遺物 (土器・木

製品)の ほか、奈良時代以降の遺構、包含層から

も少量の上器、石器が出土している。

石器 (1～6) 1は石鏃。先端を欠損している。

加工は粗 く基部は非対称となっている。2は石小

刀。周縁加工で、背面には自然面、腹面には素材

面を大きく残す。3はスクレイパー。横長剥片の

末端に細かな調整を行い、刃部を作出している。

素材の打面側は表裏に加工を施し、厚みを整えて

いる。4・ 5は太形蛤刃石斧。4は刃部側約1/2を 、

5は基部側約 1/2を 欠失している。6は石核。幅広

の不定形な剥片が縦横から承1離 されている。作業

面下端の大きな剥離面は、他の面より時期的に古

い面である。背面は自然面を大きく残すが、素材

が分割された際に起こした大きなヒンジフラクチ

ャーが認められる。 1～ 3・ 6は安山岩製、4は砂岩

製、5は 凝灰岩製。安山岩製の石器は風化の度合

いが弱く、石斧とあわせて全て弥生時代のもので

ある可能′陛が高い。 1・ 3が SD104[4593次 ]、 2・ 6

がSD105[4591次 ]、 4が SD101[4592次 ]、  5が

SD104酵 59-3次]最上層から出土。 (松浦五輪美)

SK01出 土土器・木製品 (7～ 17、 日絵 1)

完存する弥生土器 10点、壺・甕の破片82点 と杓子

形木製品1点がある。広口壺7～ 9。 15は、いずれ

も日縁端部が垂下し、7～9は 日縁端部を打ち欠い

ている。 日縁端郡や肩部に櫛描紋を施すものと、

施さないものとがあり、後者は前者に比べ最大径

が胴部の下半にあり、ややうずくまったプロポー

ションである。7の 胴部外面と口縁部内面には、

針状のもので刺突した跡が数点連なるが、紋様か

どうかは不明である。15の 肩部には、ヘラにより

短い縦線が2条刻まれる。 7・ 8・ 15の胴部下半に

0                                     11

第459次調査 出土石器図 1/2



は、成形時の明瞭な積み上げ休止線がある。いず

れの広口壺も外面調整はハケの後、緻密なミガキ

を行う。内面調整は、7が下半を横方向のハケ、

上半をナデ、8が下半をハケ、9が板状工具のナデ、

0                                     21

I 平城京跡の調査

15がナデ後ハケである。長頸壷10は、外面を緻密

なミガキ調整し、胴部の内面をハケ調整する。肩

部には竹管紋が1つ ある。短頸壺11～ 14には、外

面がハケ調整のもの、その後にミガキ調整を行う

Ｘ
・６

土坑SK01出 土弥生土器 。木製品図 1/4
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平城京跡 (左京五条四坊)の調査

ものがある。内面調整は、11がナデ後粗いハケ、

12が ヨコハケ後粗いナデ、 13がハケ後ナデ、 14

がハケである。また11の胴部外面には煤が付着す

る。小型の高杯16は、杯部と脚部外面をナデ調整、

脚部内面にはしばり目が残る。杓子形木製品17は、

柄の先端が欠損し、残存長は37.9cmあ る。身の長

さ16.Ocm、 幅11.Ocmで、片方の面を先端に向かっ

て斜めに削 り、刃を作る。刃先は一直線だが、偏

った磨り減 りがみられる。

SK01出土土器は、器種が限られるが、土坑に

埋納された一括資料 とみてよく、大和第Ⅵ -2様

式
D頃のものと考えられる。調査地の北東では、

同時期の遺構、遺物が多く見つかつており、周辺

に集落が想定されている。

B.奈良・平安時代の遺物

(中 島和彦)

土器・土製品・瓦碍 。金属製品・石製品 。木製

品 。その他がある。

a.土器・土製品 土師器・須恵器・黒色土器

A類・緑釉陶器・灰釉陶器・輸入磁器 。新羅土

器 。瓦質土器 。瓦器 。国産陶器・墨書土器・線刻

土器・製塩土器・硯・竃・ミニチュア竃・土馬が

ある。SD101隧 592次 ]か らは、遺物整理箱14箱分

の土器が出上した。第1層 から第4層 まで層別にこ

れらの概略を述べる。

1)藤田二郎・松本洋明「大和地方」『弥生土器の様式と編年 近畿編

I』  木耳社 1989

::

SD10司 第 1層 (18～ 22) 土師器には杯BoC、

皿A・ C、 高杯、甕、甑、鍋がある。細片が多く、

図示できない。須恵器には杯A・ B(20)・ C、 皿

A(21)・ B、 蓋、鉢、甕、壺がある。20は底部

外面、21は 日縁部外面下半から底部外面をロクロ

ケズリで調整する。黒色土器A類椀 (18・ 19)の

日縁部外面は、ケズリの間に指頭圧痕が残る。日

縁部内面には横方向のミガキと暗紋がある。緑釉

陶器椀 (22)の素地は軟質で、削 り出し高台であ

る。釉は底部内面に僅かに残る。第 1層 の上器は8

世紀末～9世紀中頃が中心だが、 18。 19・ 22が 9

世紀末～10世紀前半で、最も新しい時期を示す。

同第2層 (23～ 34) 土師器には、杯A(24～

26)。 C、 皿A・ C、 椀A・ C、 蓋 (23)、 高杯、

鉢、甕 (28)、 竃、甑、壺B(27)、 ミニチュア竃、

高台付鉢がある。23・ 24の 日縁部外面は、ケズリ

の後ミガキ調整する。25の 日縁部外面はミガキが

残るが、ケズリの痕跡はない。25。 26は 日縁部内

面に粗い斜放射暗紋がある。28は 日縁部の特徴か

らA形態
Dに

分類できる。体部外面はハケ調整し、

指頭圧痕も残る。体部内面の調整はナデで、下半

に当て具痕 と思われる凹みが残る。須恵器には、

杯A(30・ 32)・ BoC・ E、 IlllC(31)、 蓋 (29)、

高杯、鉢A(33)・ D、 平瓶、横瓶、盤、壺G・

2)甕の形態は、以下の文献の分類に拠る。古代の上器研究会編『古代

の上器4 煮炊具 (近畿編)』 1996。
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小路側溝SD101 第 1・ 2層 出土土器図
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K、 重 (34)が ある。杯Aは 日縁部外面下半から

底郡外面をロクロケズリで調整する。30の胎土は

緻密で、ロクロケズリの部分の器面は滑 らかであ

る。31の 日縁部内外面の調整はロクロナデ、底部

内外面の調整は磨滅のため不明である。33の器面

は磨滅しているが、体部外面にミガキの痕跡が残

る。34は壺の頸部で、外面全体と頸部内面に自然

釉がかかる。体部と頸部の接合は、二段構成であ

る。他に黒色土器A類杯あるいは椀がある。第2

層の土器の時期は、8世紀後半～9世紀初頭である。

同第 3層 (35～ 81) 土 師器 には、杯 A
(35)・ B・ C、 皿A(36-39)・ B(43)。 C

(40。 41)、 椀A(44)・ C(45～ 48)、 椀 (49・

50)、 高杯、鉢、高台付鉢、盤、甕、竃、甑、鍋、

壺A(51)・ B(42)。 E、 壺蓋、ミニチュア竃・

甑、土馬がある。35の 日縁部上半はヨコナデで、

指頭圧痕が残る。下半は磨滅が激しいが、ケズリ

と思われる。日縁部内面に斜放射暗紋がある。皿

Aの 日縁部は、36は全体が内彎する弧を描くB形

態、37～ 39は、日縁部下半が内彎、上半が外反す

るA形態である。調整は36が外面全体をケズリ、

37はケズリの後ミガキ。38・ 39は底部外面をケズ

リ。37～ 39に は底部内面に螺旋暗紋、日縁部内面

に斜放射暗紋がある。盗1の 口縁端部に煤が付着す

る。42は人面墨書土器である。44の椀Aは 日径

11.8cm、 外面全体をケズリで調整し、ケズリの間

に指頭圧痕が残る。48は、日縁部外面のヨコナデ

の範囲が広 く、底部から日縁部の立ち上が りも他

3)平城京左京八条一坊三・六坪の発掘調査でSG3500上層からこれに
類似した椀が出土し、椀Xと して報告されている。

I 平城京跡の調査

の椀Cに比べ緩やかである。 しかし口縁部のヨコ

ナデ以下に成形時の指頭圧痕が残る調整方法か

ら、椀Cと しておく。49の 日縁部は内彎する弧を

描き、内外面ともヨコナデで調整する。日縁部下

半から底部外面に指頭圧痕が残る°。50は、日径

17.9側 の大型の椀である。日縁部外面はケズリで

調整する。49・ 50と も椀類としておく。

須恵器には、杯A(53～ 56)。 B(59～ 63)・

CoL(58)、 皿A(67)・ B(68)。 C(64～

66)・ E、 椀 (57)、 蓋 (52)、 高杯、鉢A
(75)・ D(76。 77)、 理肇 (81)、 平瓶 (70。 71)、

横瓶、盤、壺A蓋 (69)、 重A(73)・ E(79・

80)・ G・ L(74),M・ N・ Q(78)が ある。

52・ 58は金属器の形態を模している。52の頂部外

面、58の 日縁部下半はロクロケズリを施す。52の

胎土は緻密で、削った器面は滑 らかである。縁部

内面 に墨が付着 し、転用硯であろう。杯Aは、

53・ 54の 日縁部外面下半から底郡外面にロクロケ

ズリを施す。57は底郡外面をロクロケズリ、日縁

部外面下半もロクロケズリの後、ロクロナデで調

整していると思われる。杯Bは、59。 62・ 63の底

部外面をロクロケズリで調整する。61は墨書、62

は線刻が底部外面にある。皿Cは、65の 底部外面

がロクロケズリ。67は、口縁部外面に筆ならしの

ような痕跡が残 り、底部内面は調整が消滅するほ

ど磨滅し、墨痕も所々に付着するので転用硯と思

われる。68は分厚い底部に細い高台が特徴的な皿

Bである。外面全体に自然釉が付着する。 日縁部

奈良国立文化財研究所『平城京左京八条一坊三・六坪』奈良県教育委

員会 1985

ミ三三
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第3層 出土土器 (土師器)図 1/4小路側溝SD101
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平城京跡 佐京五条四坊)の調査

内面にはミガキを施す。72は器種不明の破片であ

る。稜椀、もしくは二重口縁の壺の可能性がある。

稜は粘土を貼 り付けて作 られている。73の底部内

面には、墨または漆の付着痕が残る。76の鉢Dは、

胎上に砂粒を多く含む。79の 壺Eの体部内面には

漆が付着する。81の甕は、日縁部内外面と林部内

面をロクロナデ、体部外面は自然釉のため調整の

詳細は不明である。他に緑釉陶器椀、黒色土器A

類杯あるいは椀がある。第 3層 の上器の時期は、

第2層 とほぼ同じ8世紀後半～9世紀初頭である。

同第4層 (82～96) 土師器には、杯A(82・

83)、 皿A(84・ 85)、 椀C、 高杯、鉢 (88)、 甕

(89。 90)、 竃、甑、壺B(86・ 87)がある。杯・

皿の調整は、83・ 84の 日縁郡下半から底部外面に

かけてをケズリとし、82・ 85の 日縁部をヨコナデ

とする。4点 とも暗紋を施す。84の底部内面には

螺旋暗紋がある。88は平底の鉢で、日縁部内面の

ミガキ以外、磨滅して調整不明である。89・ 90は

日縁部の特徴か ら、それぞれH形態・A形態に分

類できる。89は、日縁部内外面と体部外面をヨコ

52                           53

4

0                                   20cm

ゴ
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オ
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ー
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小路側溝SD101 第3層 出土土器 (須恵器)図 1/4
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ナデ、体部外面をナデとユビオサエで調整する。

須恵器 には、杯A(93)・ B、 皿B(95)、 蓋

(92。 94)、 高杯、椀、鉢A・ D、 甕 (96)、 平瓶、

横瓶、壺A、 壺蓋がある。91は食器もしくは蓋の

外面に 「宮」または 「官」の文字を刻印したもの

である。市第296次でも同様の刻印土器が出土 し

ている。95の皿Bは、日縁部内面にミガキのよう

な痕跡が残る。日縁部下半はロクロケズリである。

第4層 の土器の時期は、形態的特徴から8世紀後半

～末頃が中心と考える。

この他に、SD101か らは、第2・ 3層 にわたって

I 平城京跡の調査

破片が出土 した土師器高台付鉢 (98)、 出土層位

不明であるが、墨書のある須恵器椀 (102)、 壼G
(103)な ども出土 している。 102は底部外面に

「四合」の墨書がある。 103の 底郡外面には糸切り

痕が残る。

また、SD101出上の須恵器にはロクロケズリ、

ミガキ調整を行い、金属器を模した器形のものが

多く見 られるのも特徴的である。

他にSD104随 593次]最上層出上の新羅土器があ

る。印花紋土器で、蓋あるいは、壺の肩部と思わ

れる。8世紀のものと考える。  (池 田富貴子)

(911ま 1/2)
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小路側溝SD101 第4層、ほか出土土器図 1/4
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平城京跡 佐 京五条四坊)の調査

b.瓦悔

軒丸瓦6点・軒平瓦12点・丸瓦 1,386点 ・平瓦

3,050点・戻斗瓦19点・蒔9点 に分類できる。軒丸

瓦の内訳は6140Aが 1点、型式不明が5点で、軒平

瓦の内訳は6572D、 6668A、 6671B、 6685Aが各

1点、平城京内で初めて出土した軒平瓦であるが、

兵庫県加古川市の古大内遺跡出土瓦を標式名とす

る 「古大内式軒平瓦」 と同絶瓦が1点、型式不明

が7点である。6140A・ 6685AはSD101[4592次 ]

第2層 から、6572D・ 6668A・ 6671Bは同第3層か

ら、「古大内式軒平瓦」は同第4層から出土した。

「古大内式軒平瓦」 (105、 日絵3)は、内区に5

回反転均整唐草紋を飾る。唐草は各単位に山形の

言を配置する。外区は珠紋を密に巡 らす。瓦当面

左端部に絶型を2度押 しした痕がある。中心飾 り

直上の珠紋と、その左側の珠紋の2箇所に絶傷が

確認できる。顎形態は顎面を持つ曲線顎である。

凹面は瓦当上縁付近を横方向のケズリ、以下は狭

端へ向けて縦方向のケズリを施す。凹面瓦当付近

の両側縁には、横位の棒状圧痕が確認できる。凸

面は縦方向のケズリを施し、顎面は横方向のケズ

リを施す。平瓦部の側面はケズリで成形し、のち

凹面側の角を面取 りする。兵庫県龍野市の小犬丸

遺跡出土 「古大内式軒平瓦」との実物照合を行っ

た結果
つ、上記した疱傷が一致 し、調整・成形技

法も共通し、凹面の横位の棒状圧痕が残ることも

同じであつた。「古大内式軒平瓦」は、絶傷の進

行の少ないものを甲類、多いものを乙類と分類で

き、古大内遺跡では甲類、小犬丸遺跡では乙類が

多く出土 していると報告されている°。今回、出

上したものは甲類で、比較的早い段階で生産され

たものとわかる。「古大内式軒瓦」の出土は、ほ

4)軒平瓦・平瓦・更斗瓦は、龍野市教育委員会にて実物と照合した。

5)今 里幾次 「龍野市小犬丸遺跡の古瓦」『布勢駅家 小犬丸遺跡

1990・ 1991年度発掘調査概報』龍野市教育委員会 1992。

とんどが播磨国内に限定されてお り、播磨国司の

管理下において生産と配布がなされたと考えられ

ている①。かかる瓦が、いかなる背景により平城

京のこの地へもたらされたのかということは、非

常に興味深い問題である。

平瓦には播磨産 とみ られるものが54点 ある。

106・ 107はその平瓦で、凸面に平行する縦位の線

刻と各々斜行 して交わる線刻を組み合わせた叩き

目
のを残 し、その後、部分的に縦方向のナデを施

す。凹面は糸切 り痕と端面・側面に沿つて布端圧

痕が残 り、粘土板1枚作 りであると分かる。なお、

凹面に縦方向のナデを数条施すもの (106)も あ

る。戻斗瓦は播磨産とみられるものが19点ある。

108・ 109。 110はその文斗瓦で、1枚作 り平瓦を

長軸に沿つて半我して作 られている。半我は焼成

前に行われ、半裁面はケズリで平滑に仕上げる。

凸面のタタキメは、上記した平瓦と同様で、タタ

キの後、部分的に縦方向のナデを施す。凹面は糸

切 り痕と、端面 。一方の側面に沿って布端圧痕が

残る。小犬丸遺跡出土平瓦 。英斗瓦と比較した結

果、叩き板が同じとまでは判断できなかったが、

平瓦は特徴的な夕タキメを残す 1枚作 りであ り、

英斗瓦はそれを半裁して作る点、平瓦の凹面の調

整技法、戻斗瓦の半我面を平滑に仕上げる点は同

じであり、いずれも播磨産の可能性が高いと考え

る。 これら播磨産の可能性の高い平瓦・焚斗瓦の

88%が4592次調査で出土し、そのうち、75%が

SD101か らの出土で、SD102か らは全く出土して

いない。以上のことから、播磨産とみられる瓦は、

SD101の 北側に想定される築地塀、またはそれ以

北の九坪内の建物に葺かれていたものと考えられ

る 。 (原 田憲二郎 )

6)註 5と 同じ。

7)平瓦AV類のタタキメに属すると見られる。山根実生子 「第4章

第3節 瓦」『小犬丸遺跡 I』 兵庫県教育委員会 1987。

―

〕                                  20cnl

小路側溝SD101出 土軒平瓦図 1/4

ll
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平城京跡 (左京五条四坊)の調査

c,金属製品・石製品・木製品

金属製品には、鉄釘、鉄刀子、銅製巡方、銅鈴、

銅鋲などがある。石製品で用途の明確なものは砥

石のみで、全部で9点 出土 している。木製品も用

途の明確なものは少なく、多くは棒状断片である。

遺物の多くは、SD101隧 59-2次]か ら出土してお

り、そのうちの主なものについて述べる。

111は銅製巡方。縦 1.9cm、 横2,2cm、 厚さ0.lcm

で、0,7× 1.9cmの 長方形の透孔がある。透孔の四

隅には最初に穿孔された痕が認められる。裏側に

は4つ の鋲が残る。112は用途不明の石製品。直径

3.3cmの 円筒形で、中央に0.8cmの孔が開けられて

いるが、深さ2.5cmよ り先は直径0.lcmの小さい孔

となっている。図右側は欠損しているため本来孔

が貫通していたかどうかは不明。砥石に用いられ

るのと同じ流紋岩製であり、あるいは特殊な砥石

の可能性もある。 113は 糸巻きの横木、 114は 糸

巻きの枠木。同一個体かどうかは不明であるが同

じタイプのものである。115は鎌の木柄。刃の幅

は2.3cmあ ったと思われ、柄に対して約 130° の角

度で刃がとりつく。 116は漆器で、おそ らく組み

合わせ式の壺の下半郡と思われる。外面には黒漆

の膜が残る。117は部材と考えられるが用途不明。

片面は両端部を、裏は中央を幅4cm、 深さ約0.5cm、

凹状に割 り込み2本ずつ木釘を打っている。格子

状の板組の桟であると思われる。SD101か らはこ

のほか、刀子片、銅鈴の断片が出土している。

なお、銅銭 (和銅開F/Th2点、永楽通費1点)がい

ずれも遺物包含層から出土している。

d.その他の遺物

SD101隧592次]か ら、ltF捐 3点、輪羽口2点が、

いずれも破片であるが出土している。ltl鍋 1点 の

内外面には濃緑色のガラスが付着しており、ガラ

ス鋳造用である。同じくSD101か らは多量の動物

骨も出土している。出上した動物骨については下

記の一覧表にまとめたが、このほかに多数の骨片

がある。 (松浦五輪美)

日
凩
代
（
［
山
旧
〕
）
〉
Ｖ
Ｈ

硼

Ｈ

―ミ静

日
―

日

・・２
　
一凧
�
肥
淑
／
・・６

□ [□ ④露①

|

♀     郭 Ⅷ
SD101出土木製品 。金属製品・石製品図 1/4(111は 1/2)

謂か

◎ lo

小路北側溝SD101出 土動物骨一覧表

出土層位 種 別 部  位 備  考

3層 ウマ 左右下顎骨 1個体分ほぼ完存。オス。

3層 ウ マ 右下顎滑 4個体分。

3層 ウ マ 犬歯 オス。

3層 ウ マ 下臼歯 2個 体分。

3層 ウ マ 上歯

3層 ウ マ 中足骨

3層 ウ マ 左上腕骨

3層 ウ マ 右上腕骨

3層 ウマ 中肢滑

3層 ウマ 左寛骨

3層 ウ シ 下顎骨

3層 ウ シ 歯

3層 ンカ 中足骨

3層 イノンシ 左上腕骨

4層 ウ マ 左右下顎骨 1個体分ほぼ完存。

4層 ウ 支 中足骨

4層 ウ マ 臼歯

4層 ウ シ 左寛骨

4層 不 明 歯 オス。

ウ 貿 左下顎骨

杭裏込め 不 明 歯



(4)平城京跡 (左京五条四坊十湘嘲 の調査 第468敬

I.は じめに

調査は、事業地の東端、平城京の条坊復原で左

京五条四坊十六坪の東辺中央付近、東四坊大路に

面する位置に470∬の発掘区を設定して行った。

現況は水田の荒蕪地であり、調査地中央の畦畔に

東四坊大路の遺存地割をとどめている。

発掘区内の基本的な層序は、黒灰色砂質土の耕

土以下、灰褐色砂質土、橙灰色粘土、黒灰色砂質

土もしくは暗茶灰色砂質土と続き、地表下0.4～

0.6mで 黄褐色粘土を主とする地山 (無遺物層)と

なる。地山は、東から西へ緩やかに下 り、更に北

から南に向かっても徐々に下がる。また、発掘区

東部では、この黄褐色粘土の地山上に暗茶灰色粘

土若しくは茶褐色粘土が堆積する。この堆積土中

には弥生時代から古墳時代にかけての遺物が包含

しており、一部に下層遺構の存在が窺えた。

発掘区内での地山の標高は、発掘区東で64.lm、

東四坊大路西側清東肩で64.Om、 西側溝以西では

ほぼ63.9mで ある。

Ⅱ.検出遺構

検出した遺構には、奈良時代以降のものと、弥

生時代のものがある。奈良時代以降の遺構は、基

本的に発掘区西側では黄褐色粘上の地山上面で、

発掘区東側では、地山上面及び地山上に堆積する

暗茶灰色粘土の上面に存する。一方、弥生時代の

遺構は、発掘区南東部に堆積する暗茶灰色粘土も

しくは茶褐色粘土を除去した後の黄褐色粘上の地

I 平城京跡の調査

山上面に存する。

A.弥生時代の遺構

検出した遺構には、濤1条がある。

SD01 発掘区南辺で検出した幅約2.5m、 深さ

が0.6～ 0。 7mの 素掘 りの溝である。U字状に屈曲

する溝で、発掘区外南に続く。壁面は垂直に近く、

溝底はほぼ平 らである。埋土は暗灰褐色粘土、暗

灰色細砂の2層 に大きく分けられ、それぞれの層

から弥生時代中・後期の上器が出上した。

また、この溝が埋没した後に堆積した暗茶灰色

粘土及び茶褐色粘土中から、弥生時代の上器片と

ともに古墳時代初頭の土器片が併せて出上してお

り、周辺に古墳時代の遺構が存在する可能性も窺

える。

溝SD01(弥 生時代、南東から)

-16465

18

黒灰色砂質土 (耕 土)

橙灰色粘土

灰褐色砂質土

暗灰褐色砂質土

灰茶色粘土

淡灰褐色砂質土

黒灰色砂質土

暗茶灰色砂質た

26

9 灰色砂質土

(8・ 9 SD103上層 )

灰色土

茶灰色砂質土

黄褐色粘土 (灰褐色土を含む)

(10・ 11・ 12 SD103中 層)

茶褐色粘土

14 茶灰色土

15 暗灰色粘土

(13・ 14 15 SD103下 層 )

16 茶灰色粘土 (柱 穴埋土)

17 灰色細砂土

18 淡灰褐色粘土

19 暗茶灰色粘土

0                                2

20 茶褐色粘土 (マ ンガン多い)

21 茶褐色粘土

22 灰自色土

23 暗灰褐色粘土

24 暗灰褐色粘土 (SD01第 1層 )

25 暗灰色細砂 (SD01第 2層 )

26 淡灰色土 (SD01第 3層 )

第4684次調査 発掘区南壁土層図 1/50
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平城京跡 佐京五条四坊)の調査

B.奈良時代以降の遺構

検出した遺構には、東四坊大路、東四坊大路西

側溝、十六坪の東面を限る塀、宅地内を区画する

塀及び溝、排水暗渠、掘立柱建物、掘立柱塀、井

戸、土坑、溝、耕作に伴う鋤跡がある。

SF1601 東四坊大路である。東側溝を検出して

いないため幅員は確定できないが、西側溝東肩か

ら約14m分の路面を確認している。今回の調査地

の北、左京四条四坊での調査では、東西両側溝を

検出しているが、その際の側溝心々間距離は約

16mであった (第 164。 168次 :昭和63年度、第

377-1次 :平成9年度 )。 路面上に舗装などの造作

はなかったが、道路断面の形状が東から西への片

流れとなる。路面から側溝に向けて徐々に下がる

ことにより、路面排水の便を図つたものと考える。

路面中央付近で、土器を埋納する土坑SK601を 検

出している。また、時期の詳細は不明であるが、

路面上で、後世の水田耕作に際した鋤跡及び素掘

りの溝を多数検出しており、このうちの 1条から

軒平瓦 (6685型 式C種)1点が出土した。

SD103 東四坊大路西側溝である。幅2.4～ 2.9

m、 深さが0.35～ 0.6mの 素掘 りの溝である。長

さ約23mを検出した。発掘区南端で溝西岸に打ち

込まれた杭を2本確認したが、その他の護岸造作

は、今回の発掘区の中では認められなかった。宅

地側の溝岸は路側に比して、垂直に近 く落ちる。

溝埋土は大きく3層 に分けることができる。下層

は、発掘区南端路肩の一部でのみ確認した堆積層

であり、茶灰色粘質土、暗灰色粘土を主とする。

路肩の浸蝕を補修するため埋められた層であろう

か。中層は、側溝全体を通じて堆積する、灰色砂

質土および茶灰色砂質土を主 とする堆積層であ

第4684次調査 遺構平面図 1/200



穐軍
―
票子

…i悪車甲曇

イ|■  ヤ‐

|″
'

I→■・

||■ 「
i

Ⅲ:14

1等Ⅲ

I 平城京跡の調査

十六坪宅地 全景 (北から)

東四坊大路SF1601(北 西、十六坪宅地側から)

謙
一

東四坊大路西側活SD103(南から)

●■|

ギ.IJ
ti′

|■ !|ヽ

監i群
―
|

k
■
f夢

11ずF   ŕ     _
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平城京跡 佐京五条四坊)の調査

る。上層は、炭を多く含む暗茶灰色砂質土で、側

溝の最終埋土となる。中層からは、多くの奈良時

代後半～末葉の土器、瓦 (う ち軒平瓦6691型式 1

点)が出土 した。また上層か らも少量であるが、

奈良時代末葉～平安時代初頭の土器、瓦 (う ち軒

平瓦6229型式種別不明1点)が出土している。溝

底の標高は、発掘区北端で63.6m、 発掘区南端で

63.5mで ある。側溝心の国土座標値は、X=―

147,168.05m、 Y三 十16,464.40mで ある。側溝

心は、発掘区内での計預Iで はあるが、国土方眼方

位に対し、北で西に約0° 30′ 43″ の振れを示す。

東四坊大路西側溝の西側に、側溝に沿って幅約

2mの 空閑地がある。調査当初は、宅地の東を限

る築地塀を想定したが、添柱の跡が無く、また空

閑地中央に、後述の南北方向の掘立柱塀SA201が

造 られていることから、この塀をもって坪東面を

限ると考え、現状では築地塀による閉塞は想定し

難い。

SA201 坪の東を限る南北塀である。南北 10

間 (17.7m)以 上の掘立柱塀で、発掘区外南北に

続 く。残存する柱穴か ら想定すると柱間は6尺

(1.77m)等間である。塀の主軸は側溝心の振れに

平行する。北で坪内を区画すると考える塀SA203

が、南で同じく塀SA205が取り付く。

SA202 発掘区北端で塀SA201に 取 り付 く南

北 1間 (2.5m)の掘立柱列。ほぼ同位置に造 り替

えがある。柱穴の掘形は、他の柱穴に比して規模

が大きく、共に一辺0,7mの隅丸方形であり、深さ

も0,7mと 深い。柱穴の底に、礎板が残る。暗渠

SD801よ り構築順が新しいことが重複関係からわ

かる。門である可能性を考えるが、暗渠及び宅地

内の清との位置関係から現状では判然としない。

SA203 発掘区北辺で検出した東西3間 (6.8m)

以上の掘立柱塀である。塀の主軸は国土方眼方位

に沿う。西へ更に続く。SA201に取 り付くが、 1

間分側溝側に突き出る。坪内を南北1/2に 分割す

る塀である。

SA204 SA201と SD103の 間で検出した南北2

間 (4.3m)の掘立柱列。柱穴の残存状態は悪いが、

本来南北に続くものと考える。

SA205 発掘区南端で検出した東西3間 (5.6m)

以上の掘立柱塀である。塀の主軸は西で北へ 2°

30′ 振れる。西へ更に続く。SA203か ら南へ60小

尺 (17,7m)の位置にあり、同じくSA201に 取 り

付く。宅地内を細分する塀であると考える。

この坪内を区画する塀SA201、 203、 205に 沿

つて以下の溝が巡る。各区画塀の雨落溝と区画溝

を兼ねるものと考える。

SD105 発掘区北端で検出した幅2m、 深さが

0.4mの 南北方 向の素掘 り溝。溝底 の標 高は

63.66m。 東四坊大路西側溝SD103に平行して北

へ続く。南端でSD106に合流する。

SD106 SD105と 合流する幅1.2～ 1,7m、 深さ

約0.5mの 、東西方向の清である。北側は水の溢れ

による浸蝕がみられるが、南側は垂直に掘 り込ま

れた状態が残る。溝底の標高は63.57m。 この溝

の東端から東四坊大路西側溝SD103へ抜ける暗渠

SDlllが造られている。

SDlll SD106か らSD103の 間に幅0.85m、

長さ2.lm、 深さ0.5mの 溝を掘 り、径0.5m、 長さ

1.8mの 丸太材を参Jり 抜き、樋として据え、暗渠と

したもの。木樋は腐朽が進み、厚さ3mm程度が残

存するだけである。木樋溝底の標高は、西端で

63.58m、 東端の東四坊大路西側溝SD103側 で

63.57mである。

SD107 SD106か ら心々間距離約2.7mで南側

に平行する東西溝。幅0.5m、 深さは約0.2m。 溝

壁は垂直に掘 り込まれた状態が残る。東でSD108

に合流し、南へ曲がる。

SD108 SD107か ら南に曲が り、東四坊大路

西側溝SD103に 平行する南北溝。幅0,7m、 深さ

0。 2～0.3mである。南北長15mを検出した。東西

溝SD109、 SD107と 繋がり、南北50小尺 (15m)

の範囲を巡る。 これは、坪の南北約 1/8に あたる

区画となる。溝幅は、浸蝕により、南ほど広がる。

いずれの溝の埋土からも、奈良時代末葉～平安時

代初頭の土器が出土する。

SD109 SD108か ら西へ曲がる東西溝。西は、

発掘区外へ続くため、東西方向の範囲は不明であ

る。溢れにより、幅2.lmと 他の溝よりも幅が広く

なる。深さは0。 2m。 これ らの溝の状態か ら見て、

溝に囲まれた区域の水は、南へ集められていたで

-26-
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暗渠SDl H(東から) SA203・ SD106・ SD107(西 か ら)

-16465
‐６，４６＋ i

-1471465

LH 1641m

3 暗灰色粘土

1 灰色粘±   4 暗橙黄色粘質土
2 茶褐色砂質土   (掘 形埋土)

0                                   2m

あろうことが窺える。

SDl10 SD108に 重複する南北方向の溝で、

南北長4.4m、 幅0,5m、 深さ0.2～ 0.5m。 埋土中

には多くの炭が入 り、奈良時代末葉～平安時代初

頭の上器が多く出土した。重複関係からSD108よ

りも新しい。

SB207 SD107・ 108に重複する位置で検出し

た梁間2間 (3.6m)、 桁行3間 (5。4m)の 南北棟

建物。SD107・ 108よ り新しい。

SA206 SB207に重複する東西2間 (4.2m)

以上の掘立柱塀。SD108よ りも新しい。

SB208 SA206の 南側で検 出 した梁間2間

暗渠SDlll 平面図及び立・断面図 1/40

(4.2m)、 桁行3間 (6.3m)の 南北棟建物である。

重複関係からSD108よ りも新しい。

SB209 SB208に重複する梁間2間 (3.3m)、

桁行 1間 (1.8m)以上の東西棟建物。

SB210 SE501の西で検出した梁間2間 (3.6

m)、 桁行1間 (1.8m)以上の東西棟建物。柱穴

埋土から奈良時代後半の上器が出土している。

SB21l SA205に 重複する東西3間 (3.9m)

以上、南北1間以上の建物。SB210。 211と もに

SA501と方位を揃える。

SB212 発掘区南端で検出した東西1間 (2.lm)

以上の柱列。発掘区南及び西へ続く。
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平城京跡 佐 京五条四坊)の調査

彗
“ユ|

エ

井戸SE501(ゴヒから)

SE501 発掘区南辺で清SD108に 近接 して検

出した井戸。同位置での造 り替えがある。掘形は

東西1.5m、 南北2.lmの 不整形な平面形を呈すが、

これは井戸枠の抜き取 りによるもので、当初は、

一辺約1.5mの平面方形の掘形を呈していたもので

あろう。当初の井戸Aは、縦板組である。縦板の

一部と水溜のための枠材が一部残存していた。後

の造 り替えられた井戸Bは、曲物を積み上げたも

のであり、最下部の1段のみが残存する。井戸Bの

枠内埋土および掘形埋土から、奈良時代末葉～平

安時代初頭の土器が多く出土した。

SK601 東四坊大路SF1601の路面で検出した、

径0.3mの 平面円形の小土坑。深さ約 0。 15m。 埋

土から奈良時代の須恵器高杯が出土した。

SK602 SD108に 重複して検出した径0,8mの

平面円形の土坑。深さ0.4m。 底部に数個の石を据

える。

Ⅲ.ま とめ

事業地の東端で行った今回の調査では、東四坊

大路とその西側溝を検出することができた。大路

路幅を確定することはできなかったが、側溝の計

画線の振れを知ることができた。側溝は出土遺物

から見て少なくとも10世紀前半代までは機能して

いたことが窺え、調査地周辺の条坊遺構の廃絶時

期を知る良好な資料となった。

茶褐色細粒砂

茶灰色細粒砂

橙灰色細粒砂

黄茶灰色細粒砂

灰青色細粒砂

(1～5 SE501B掘形埋土 )

灰色砂礫 (暗 灰色粘土を含む)

(6 SE501A掘 形埋土 )

0                  1rn

井戸SE501 平面図及び立・断面図 1/40

-方、五条四坊十六坪の宅地内では、極めて遺

構の密度が高く、数時期にわたる建替が行われて

いることが明らかとなった。さらに、宅地南北を

2分の1に分割する塀を検出し、加えて8分の1に相

当する区画を囲む塀および溝 を検出した ことか

ら、宅地内を細分して利用していることも明らか

となった。今回の調査では、宅地内での調査範囲

が限られていたため、利用形態、時期区分等につ

いての詳細を知るには至らなかったが、平成 14年

度以降の調査により明らかになるものと考える。

また、限られた範囲ではあるが、奈良時代遺構

面の下層で、弥生時代の遺構を検出している。併

せて、古墳時代の遺物包含層の存在も確認するこ

とができた。 これらは発掘区外に続いてお り、今

後の周辺の調査で、更に下層遺構の広がりを確認

できるものと考える。

この他、今回の出土遺物の中に凸面布目平瓦が

2点 ある ことがわか った。東 四坊大路西側溝

SD103中層埋土と、宅地内の区画溝SD105上層埋

土か ら1点ずつ出土 している。 この瓦は、 これま

で平城京域では大安寺旧境内のみで出土すること

が知 られていたものである。わずか2点であるが、

今後の周辺の調査において更に類例が知 られる可

能性もあり、今後の留意点として特記しておく。

(立石 堅志)
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I 平城京跡の調査

2.平 城 京 跡 (左京 四 条 五 坊 )・ 三 条 遺 跡 の 調 査 JR奈良駅周辺土地区画整理事業に係る発掘調査

この調査は、奈良市が」R奈良駅周辺で進めてい

る土地区画整理事業に係 り実施 したものである。

市教育委員会では、昭和63年度から事業地内の発

掘調査を実施しており、これまでに駅西側は、ほ

ぼ調査が終了している。今後数年で駅東側につい

ても調査を完了する予定である。

平成 13年度は、駅の東側において、臨時交付金

0                        200m

事業 として4箇所、通常事業 として1箇所、合計

5,140∬ の調査を実施した。その結果、初年度か

らの総調査面積は46,033∬ になった。

調査地は、平城京の条坊復原では、左京四条五

坊五・七坪にあたる。ここでは、坪ごとにまとめ

て報告する。なお、本文中の遺構番号は、事業地

内で坪ごとつけている通し番号である。

解

朗

一

菊 耐 弓 籐≡要軍
=酔

7男 _4295

JR奈良駅周辺土地区画整理事業地内の調査 発掘区位置図 1/5,000

平成13年度 JR奈 良駅周辺土地区画整理事業地内発掘調査一覧表

遣 跡 名 調査次数 事 業 名 調 査 地 調 査 期 間 調査面積 調査担当者

三条遺跡・

平城京跡 (左京四条五坊七坪 )

三条道跡・

平城京跡 (左京四条五坊七坪)

三条遺跡・

平城京跡 (左京四条五坊七坪 )

平城京跡 (左京四条五坊五坪 )

三条遺跡・

平城京跡 (左京四条五坊七坪 )

462-1

462-2

462-3

462-4

464

臨時交付金事業

臨時交付金事業

臨時交付金事業

臨時交付金事業

通常事業

=条本町2731、  3、  5、
-8--10、  イまか

=条本町2691、  9～ 11、

270-2-1、  ほか

=条本町2708～ 11、  15、
522、  イまか

三条本FfT327-4、  ほか

=条本町2661、  2、 ほか

H13 6 4～   823

H13 827～  1019

H131022～  12 3

H131119～  12 3

H13 723～  1126

1,450nl

l,100�

5401al

100nl

1 9501al

宮崎・安井

安井・宮崎

安井

久保邦

池田裕・久保邦
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三条遺跡・平城京跡 (左京四条五坊)の調査

(1)三条遺跡・平城京跡 (左京四条五坊七坪)の調査 第462-1～ -3、 4日次

明治時代中期の調査地周辺 1/20,000

1.は じめに

調査地は、笠置山地西麓に形成された能登川扇

状地の扇端部に位置 し、平城京の条坊復原では、

左京四条五坊七坪の西半部及び東半部中央付近に

あたる。現状は戦前に開発された宅地や国鉄 (現

」R)の用地で、旧状は水田である。また、明治時

代中頃の地形図から、今回の第4622次調査地の

北寄 りが当時池であつたことがわかつている。

七坪内では過去に3回 の調査が行われている。

今回の第4621次調査地の北隣接地で実施した市

第71次調査 (昭和59年度)では、前述の池の埋土

とみられる腐植質の粘土層を、市第377-5次調査

(平成9年度)では時期不明の掘立柱建物、溝、近

世以降の埋甕遺構をそれぞれ確認した。また、同

南隣接地で実施した市第4521次調査 (平成 12年

度)では、時期不明の掘立柱列、奈良 。平安時代

の河川、中 。近世の粘土採掘坑群を確認した。

今回の調査は、七坪内の様相の確認を主な目的

として実施した。また、地域史の観点も考慮して、

その前後の時代における土地利用の様相の確認に

も留意した。

Ⅱ.調査の概要

A.層序

七坪の北半にあたる第4621～ 3次発掘区と、

南西部にあたる第464次発掘区では様相が異なる。

第462-1～ -3次発掘区 基本的には造成盛土

(厚 さ0.4～ 0.6m)、 水田耕土 (厚 さ0。 2m)、 床土

の灰色砂混じリシル ト層 (厚 さ0.lm)の下で扇状

地堆積層 (無遺物層)の地山である黄灰色や青灰

色のシル ト・粘土層上面 (標高65.5～ 65.8m)と

なる。 この面は弥生時代から近世にかけての遺構

の存する面で、東から西に緩やかに下る。

ただし、第462-2次 発掘区中央部の後述する弥

生 。古墳時代の区画遺構SXllの付近では、水田

耕土・床土の下に洪水で形成されたとみられる灰

色シル ト・砂層 (厚 さ0。 2m、 近世の陶磁器片を含

む)、 水田耕土 とみ られる灰色粘土混 じリシル ト

層 。暗灰色砂混じリシル ト層 (厚 さ0.2m、 弥生土

器や近世の陶磁器片を含む)の 2層 をはさんで地

山上面 (標高65.2m)と なる。第4622次発掘区

北部分では、後述する明治時代の池の掘削工事に

より、遺構の存する面は破壊されている。

第464次 発掘区 発掘区の北半では、造成土

(厚さ1.0～ 1.3m)、 水田耕土 (厚 さ0.1～ 0。 3m)、

床土の暗茶黄色粘質土層 (厚 さ0。 1～ 0.3m)、 灰褐

色砂質土層 (厚さ0.lm)の下で、地山の黄褐色粘

土層 (無遺物層)の上面 (標高64.8～ 65,Om)と

なる。 この面は弥生時代から近世にかけての遺構

の存する面で、東から西へ緩やかに下る。

発掘区の南半では、基本的には水田耕土の下に

灰色や灰褐色のシル ト層、あるいは地山の黄褐色

粘土ブロックで形成された床土が10層程度 (厚 さ

0,9m)あ り、中世の水田に伴う整地層である橙褐

色砂質シル ト層 (厚 さ0.2m)、 奈良～平安時代の

河川05の埋土である灰色砂 。シル ト層となる。た

だし西辺部では、水田耕土上面が約0,7m低 くな

っており、水田耕土下の床土も2層程度 (厚 さ0.3

m)で ある。橙褐色砂質シル ト層上面の標高は

64.5mである。

B.検出遺構

第4621～ 3次発掘区では地山上面で、第464

次発掘区では地山及び河川05の埋土である灰色砂

層、中世の水田に伴う整地層である橙褐色砂質シ

ル ト層の各上面で遺構検出を行い、弥生時代から

明治時代にかけての遺構を確認した。

a.弥生・古墳時代の遺構

溝2条 (SD07・ 08)、 土坑2基 (SK09。 10)、
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平城京跡の調査

S

LH 1666m

-146700

LH i666m

-16,315

LH,6671n

0                                 5m

10 青灰色シル ト混 じり粘土
11 灰色砂礫 (10・ 11:地 山)

12 暗青灰色粘質土
13 灰褐色砂質土

(12 13:水田耕土)

14 茶灰色土

15 橙灰色砂質土

(14 15:床土 )

16 白灰色土

17 緑灰色土

18 暗灰褐色土

(16～ 18:溝埋土 )

19 暗黄茶色砂質 土

20 暗茶黄色砂質上

(19 20:床土 )

21 暗灰茶色土

22 橙灰色土・掲灰色土

23 灰色砂質土 茶橙色土

24 灰色砂質土

25 灰褐色砂質土
26 暗茶黄色土

27 橙灰色砂質土

28 茶黄色土

(21～ 28:河 サ|+051T土 )

灰 iF」 色土

茶褐色土・灰褐色 t
茶黄色土・灰褐色砂質土

暗灰褐色砂質土

l・・
k茶

色土 褐茶色土

(32 33:床土 )

黄茶色土 灰褐色砂質土

橙茶色 土 灰褐色粘土

灰褐色粘土

青灰色土

暗紫灰色土

茶灰色土

灰色粘土 (茶栓色土混 じる )

暗灰色粘土

淡灰色粘土

灰褐色粘質土

茶灰色粘土

暗茶灰色粘土

淡灰褐色シル ト        (57～ 60:床 土)

暗茶灰色±        62 灰褐色粗砂
暗茶灰色±        63 茶黄色砂土
(34～ 48:SD13埋土)  64 橙茶色粗砂
淡灰褐色±        65 茶黄色粗砂
(橙 茶色土混じる、床土) 66 茶灰色粗砂
黒灰色±         67 黄褐色粗砂
淡緑灰色粘±       68 黄灰色シル ト

暗白灰色砂質±      69 茶黄色砂
茶黄色粘質土・灰褐色±   70 暗褐灰色粗砂
淡褐灰色砂質±      71 茶褐色砂礫
暗灰色±         72 茶黄色粘蜜土

暗灰色粘質±       73 淡黄灰色シル ト

黄茶色粘質土          (61～ 73:地 山)

暗灰紫色土・茶褐色土

茶黄色土

暗茶褐色砂質土

橙黄色土

造成盛土

黒色腐植混 じリシル ト

(明 治時代池埋土)

暗青灰色砂質シル ト

灰色砂混 じリシル ト(床 土)

灰色シル ト・砂 (洪水層)

灰色砂混 じリシル ト

暗灰色砂混 じリシル ト

(3 6 7:水 田耕土)

暗灰色砂礫混 じリシル ト

灰色粘土混 じリシル ト・砂
(SXll濠埋土)

29
80
31
32
33

34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

49

50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61

上2段 :第4622次調査 発掘区東壁断面図 下2段 :第464次調査 発掘区北半南壁断面図 1/100

ふ
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:`航こ:II1111t
第4622次調査 土層 (X=-146,703ラ イン、右が東 )

-31-―



三条遺跡・平城京跡 (左京四条五坊)の調査
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靴
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“
第4621次調査 南発据区 全景 (上が北)

第4621次調査 南発掘区 全景 (南 から) 第4621次調査 南発掘区 全景 (北 西から)



-16,260

+
-16,240

+

I 平城京跡の調査

第4621次調査

北発掘区

-146,720

-146,740

-146,760

20m

SK2

SK22

SK

SK24

SX14

第3775次調査発掘区

第4621次調査 南発掘区

粘土採掘坑

十
第452引 次   0
調査発掘区

。 )。 9it D

り
°
)6し比

第4621次調査

(第3775次 調査の遺構番号は

遺構平面図 1/400
今回の報告にあたって、変更した。)

亀S普9贔

ゆ
@ も

d&

第4621次調査 北発掘区 西半 (東 から)
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三条遺跡・平城京跡 (左京四条五坊)の調査

工
・ |■ Ⅲ

iヽれ転r

第4622、  3次調査 発掘区 全景 (上が北)

第4622次調査 発掘区 全景 (南 から)
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I 平城京跡の調査

-16,260

|

-16,300

|

第4622次調査発掘区

0                               20m

明治時代の池-146,680

低砂
第71次調査発掘区 (西 )

-146,700

＼   十

-146,720

-146,740

SA06

第4521次 調査

発掘区

第4622、  3次調査 遺構平面図
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三条遺跡・平城京跡 (左京四条五坊)の調査

婢
と嵐

第464次調査 発掘区 全景 (上が北)

ぴ
膝

ピ:|

謂

一

||!|―|

謀

ダ
~T'■気ダ

塩
・
回

第464次調査 発掘区 北半 (北から)
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-16,330

+

十

平城京跡の調査

-146750

-146,770

-146,790

-146,810

第4293次 調査発掘区

1 橙褐色砂質シル ト(中 世水田床土 )

2 4・ 5。 9,10 灰色砂・ シル ト

3 灰色細～中礫

6 灰色砂礫

7 灰色細礫～砂 (正級化 )

8 灰色砂

第464次調査発掘区

第464次調査 遺構平面図 1/400

11 青灰色粘土

12 暗灰色粘土

13・ 16・ 19・ 21・ 24・ 29

灰色砂混 じり細～中礫   17 灰色細～中礫・砂、青灰色シ

14・ 15。 18・ 22・ 23・ 26   ル トプロック

灰色細～中礫・砂     20 灰色細礫・砂

河川05断面土層図 1/100

)                              20m

0                                   5rn

23 27 灰色細・中礫混 じ9砂   (2～ 24:河 サ|105埋 土

25 灰色礫            25～ 29:地 山)

28 灰色砂混じり中礫

辟

⑬
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三条遺跡・平城京跡 (左京四条五坊)の調査

区画遺構1基 (SXll)がある。

SD07・ 08 SD07[462-1次 ・南]イよ、 幅0.5m、 深

さ0.1～ 0.2mの 溝で、座標北に対し東に斜行する。

埋土は灰色砂である。SD08酵 62‐ 3次]は、幅0.5

m・ 深さ0。2mの溝で、座標北に対し東に斜行する。

埋土は暗灰色シル トである。

SK09・ 10 SK09隧 64次]は、後述する奈良・

平安時代の溝SD28の底面で確認した弥生時代の

土坑である。一部を確認したのみであるが、平面

は方形とみられる。深さは0.3mで、埋土は黒灰色

粘土である。埋土中から弥生時代後期の土器が出

土した。SK10酪 621次・南]は、古墳時代の土坑で

ある。平面は径 0。 9mの 円形で、深さは0.6mで あ

る。埋土は暗灰色の粘砂や粘質上で、埋土中から

土師器高杯が1点出土した。

SXll酔62-2次]濠 を伴う区画遺構である。平面

は隅丸方形とみられる。南東部分の東西約12m、

南北約23mの範囲が残存するが、他の部分は後述

する明治時代の池や建物基礎の掘削に伴い破壊さ

れている。区画内は周辺よりも約0.3m低 くなって

いる。濠は、幅2.5～ 4.Om、 区画内の検出面から

の深さ0。 2～ 0.3mで、底面は平坦である。埋土は

灰色粘土混じリシル ト・砂で、わずかに炭粒を含

む。埋土中から弥生時代後期から古墳時代中期に

かけての上器が出土した。

b.奈良 。平安時代の遺構

河川1条 (河川05)、 掘立柱塀1条 (SA12)、 溝

1条 (SD13)、 埋納遺構1基 (SX14)がある。

河サ|105酪 64次]発 掘区内の南寄 りを北東か ら

南西に流れる河川で、東に隣接する市第4293次

調査地 (平成11年度)で確認した自然流路01や市

第4521次調査地 (平成12年度)で確認した河川

05と 一連のものである。幅は、市第4293次調査

地で確認した南肩と今回確認した北肩の間で約24

m、 深さは約1.4mで ある。埋土は、上から、中世

の水田化に伴う整地層である橙褐色砂質シル ト層

(厚 さ0。2m)、 灰色砂・シル ト層 (厚 さ0.2m)、 灰

色砂礫層 (厚 さlm)である。灰色砂・シル ト層

は後述する溝SD13内 にまで及ぶ。灰色砂礫層中

から、奈良時代から平安時代前半にかけての土器、

土製品、瓦等が出土した。

SA12酵 62-1次・掴  南北1間 (1.8m)の 掘立柱

列で、発掘区外北へ続 く可能性がある。柱穴の形

状からこの時期のものと考える。

SD13隧 64次]幅 13m、 深さ0。4mの 南北方向

の溝である。発掘区外北へ続き、南端は前述の河

ナ
「
105と 接続する。底面は北から南にわずかに下る。

底面中央には、河川05へ流れる水流により浸蝕さ

れて生じた幅2m、 深さ0.4m程度の溝状の部分が

ある。埋土は、西岸及び東岸沿いが灰褐色粘質土

層や茶灰色粘土層、中央部が茶灰色土層や灰褐色

粘土層で、断面の形状から後者は前者を掘 りさら

えた後に堆積したことがわかる。また、溝状に浸

蝕された部分には、灰色や暗灰色の粘土層が堆積

する。埋土中から奈良～平安時代前半の上器、土

製品、瓦が出土した。

SX14酵 62-1次 ・南]埋 納遺構で、掘形の下部

0.lm分が残存する。東西0.6m、 南北0.3mの 平面

精円形の掘形内に、東濃地方と似た特徴をもつ土

師器長胴甕が日縁部を北に向けて横向きに据えら

れていた。祭祀に伴う遺構と思われる。

c.中世以降の遺構

近世の溝2条 (SD15。 16)、 野井戸1基 (SE17)、

土坑5基 (SK18～ 26)、 中・近世の耕作溝、粘土

採掘坑群と明治時代の池がある。

SD15・ 16[462-2次 ]南 北溝である。SD15は、

幅4.2m、 深さ0.lm、 SD16は、幅 1.2m、 深さ0。 1

mである。埋土は灰色シル ト・砂層で、前述した

弥生 。古墳時代の区画遺構SXllの付近にまで拡

がってお り、これらの遺構が一連の洪水で埋没し

た可能性がある。肩部近くで層の収東部分がみら

れないことから、溝の上部は埋没後に削平されて
区画遺構SXll(北 から)
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いると思われ る。SD15の 埋土中か ら16世紀後半

の陶器片が出土 した。

SE17酔 64次]発 掘区南西隅で確認 した野井戸

である。掘形は、一辺約2mの平面方形で、深 さ

2.5mで ある。井戸枠の構造は、一辺約 1.2mの 方

形縦板組横桟留である。井戸枠の上面には、径 0,1

m程度の丸太材 を並べて蓋がなされていた。枠内

か ら陶磁器や瓦が出土 した。

SK18～ 24[4621次・南]・ 25・ 26[4623次 ]

SK18～ 21・ 25は、いずれも一辺lm程度の平面

隅丸方形で、深さ0.3m程度の上坑である。これら

の埋土は灰茶色粘砂や灰色シル トで、SK18・ 19

では12世紀以降の、SK20。 21・ 25では15～ 17

世紀の上器片が出土した。

SK22～ 24は、いずれも一辺2m程度の平両方形

で、深さ0.5m程 度の上坑である。これらの埋土は

茶灰色土や暗灰色粘砂で、15～ 17世紀の土器片が

出土した。SK26は、平面方形の上坑で、東西 1.2

m、 南北1.5m分 を確認した。深さは0.2mで ある。

埋土は灰色シル トで、H世紀以降の土器片が出土

した。

耕作溝 酔621-3、 464次]第 4621-3次 発掘区

では、大半が南北溝で、座標北に対し、やや東に

振れる。東西溝は第4621次北発掘区でみられる。

南北溝の方位は、かつて東隣接地にあった溜池の

三条池 (1628年 築造)の西堤防や旧道と同じであ

る。埋土は、大半が灰色砂混じリシル トで、主に

17・ 18世紀の上器片が出土した。

第464次発掘区では、前述した奈良～平安時代

前半の河川05内の橙褐色砂質シル ト層上面で確認

した。川岸に沿つた方向のものが多数あり、地割

が河川に制約されていたことを示す。埋土は灰褐

色シル トで、12世紀後半頃の上器片が出土した。

粘土採掘坑群 酔621・ 南]発 掘区の南西部で検

出した。南に隣接する第4521次調査地 (平成 12

年度)で確認したものと一連である。地山のシル

ト・粘土を採掘 してお り、複数の採掘坑が重複す

る。埋土は、水田耕土や床土と同様の灰褐色や茶

灰色の粘砂で、灰色粘上のブロックが混 じる。埋

土中か ら10～ 13世紀と17世紀以降の土器片が出

上した。

I 平城京跡の調査

工

辞

一一
一摯
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▼（一）

溝SD13(南 から)

illl.I: |.:li

野井戸SE17(東から)

埋納遺構SX14(西 から)
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三条遺跡 。平城京跡 (左京四条五坊)の調査

明治時代の池 酵62-2次]発 掘区の北半部で国鉄

(現」R)用地の造成で埋め立てられた池の南部分

を確認した。当時の地表である水田耕土上面から

の深さは約0.8mで ある。底に堆積した腐植混じり

の泥層の厚さも0.lmと 薄いことから、水位が低く

解 可〒1

水溜 り状であったことがうかがえる。 (安井宣也)

Ⅲ.出土遺物

出土遺物は、4つ の発掘区で遺物整理箱75箱分

ある。大半が土器・土製品で、他に瓦、木製品、

金属製品、銭貨、石器 (剥片を含む)がある。

デ

T息 (Iγ

学  /容

＼

0                                   20cm
＼＼  21

区画遺構SXll出土土器 1/4
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A.土器・土製品

縄紋時代から近世にかけてのものがある。

縄紋時代 弥生・古墳時代の区画遺構SXllの

濠内から出土した晩期後葉の船橋式の特徴をもつ

深鉢の日縁部の破片1点 (1)がある。

弥生時代 区画遺構SXllの濠内から出上した

後期 の弥生土器がある (2～ 11)。 器種は、甕

(2・ 3)、  壺  (4)、  鉢  (5ハ∀8)、  高杯  (9・ 10)、 器

台 (11)で ある。甕には、在地のもの (2)の他

に近江系のもの (3)が み られる。壺には、無頸

壺 (4)や長頸壺がある。鉢には、底部に穿孔が

施されたもの (5・ 6)とそうでないもの (7・ 8)

がある。高杯には、脚部の裾が広がるもの (9)

と筒状のもの (10)がみられる。ともに多条の櫛

描き沈線と透かし穴が施されている。

古墳時代 区画遺構SXllの濠内か ら出土した

前期か ら中期にかけての上器 (12～ 24)がある。

器種は、土師器甕 (12～ 14・ 19～ 24)。 壺

(15)。 小型丸底壺・高杯 (16・ 17)、 須恵器杯蓋

(18)で ある。土師器甕は、日径 15cm程度の小型

のもの (12～ 14)と 口径2 5cm程度の大型のもの

(19～24)イこ大別できる。12・ 13・ 19。 20は、布

留式で、日縁端部内面が肥厚 しないものが多い。

14・ 22は近江系、 19は東海系、23・ 24は山陰系

である。土師器壺には短頸壺 (15)がある。土師

器高杯には、杯部の立ち上が り部分と底部分の境

目に段がみられるもの (16)と 丸 くおさめるもの

(17)が ある。須恵器杯蓋 (18)は、田辺編年の

T K23型 式
1)の

特徴をもつ。

奈良・平安時代 SX14出 土の奈良時代の土師

器甕 (25)と、溝SD13及び河川05か ら出土した

奈良 。平安時代の土器・土製品 (26～46)がある。

埋納遺構SX14出上の土師器甕 (25)は、東濃

地方で出土する長胴甕と形態がよく似ている。日

縁部は外反し、端部は丸い。外面には指頭圧痕が

残る。内面には横方向のハケ調整が施されている。

体部は、肩部付近の径が日径より少し大きく、底

部に向かってすぼむ。外面は縦方向のハケ調整が

施されている。内面は斜め方向のケズリ整形が施

されてお り、上位 と下位は比較的平滑であるが、

1) 田辺昭三『須恵器大成』角川書店 1981

I 平城京跡の調査

中位には指頭圧痕が数多く残る。底部は平底で、

体部との接合部分の内面には接合痕が残る。外面

には横方向のハケ調整が施されている。肩部より

下に煤が付着する。

河川05及び溝SD13か ら出上した土器 。土製品

には、土師器杯・皿・椀・高杯・壺・甕・鉢・ミ

ニチュア炊飯具 (電・甑)。 人面墨書土器、須恵

器杯 。皿・椀 。盤・蓋・壼・甕 。平瓶、製塩土器、

青磁椀、三彩陶器 (奈良三彩)壺、緑釉陶器皿、

灰釉陶器皿、土馬がある。

26～44は、河川05出土の土器・土製品である。

26～ 37・ 40。 41は祭祀的な用途が考えられる。

26～ 31は土師器 ミニチュア霊、32～ 35は土馬

36。 37は、土師器ミニチュア甑。37は底部の穿孔

がない。40・ 41は、土師器壺Bで、外面に指頭圧

痕が残 り、墨痕がみられるので、人面墨書土器と

思われる。38は土師器皿A。 日縁部に強いヨヨナ

デ調整があり、外面には指頭圧痕が残る。39は、

緑釉陶器の皿で、猿投産とみられる。焼成は須恵

質で硬い。土師器 (食器)や緑釉陶器は、器形の

特徴から9世紀前半から中頃のものと思われる。

0                                   20cm

埋納遺構SX14出 土土器 1/4
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三条遺跡。平城京跡 (左京四条五坊)の調査

42～45は、溝SD13か ら出土した土師器である。

42・ 43は、皿Cで、日縁部にヨコナデ調整が施さ

れている。44は、椀Aで、外面に砂粒が動いた形

跡があり、c手法による調整が施されていると思

われる。45は壺A、 46は甕Cである。食器は、器

形の特徴から9世紀前半のものと思われる。

中世 土坑SK18～ 24・ 26、 耕作溝や粘土採掘

坑から出土した11～ 16世紀の土師器皿・羽釜、15

世紀の瓦質土器摺鉢や 15～ 17世紀の白磁等があ

る。ほとんどが細片で磨耗している。

近世 野井戸SE17、 土坑SK23・ 24。 25、 耕

作溝や粘土採掘坑から出土した17～ 19世紀の磁器

(伊万里椀・蓋)、 17世紀の陶器 (唐津椀)、 18～

19世紀の陶器 (京・信楽系椀・蓋)、 18世紀以降

の陶器 (堺括鉢)や土師器等がある。ほとんどが

細片で磨耗している。

B.その他の遺物

瓦 河川05及び溝SD13か ら出土した奈良・平

安時代の丸瓦 。平瓦や、野井戸SE17か ら出土した

近世の丸瓦 。平瓦がある。

木製品 河川05か ら出土した円形蓋・皿・薄板

と溝SD13か ら出土 した杭・下駄がある。いずれ

も奈良・平安時代のものである。

石器 地山の上面や溝SD13等か ら出土 したサ

ヌカイ ト製の石鏃・スクレイパーや加工痕有剥

片・剥片がある。

Ⅳ。まとめ

(安井宣也・池田裕英)

事業地内における左京四条五坊七坪にあたる地

域の発掘調査は、今回でほぱ完結した。

今までの発掘調査の結果、地山上面で奈良 。平

Ⅲ睦 =
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安時代の遺構とともに、弥生時代 (後期)・ 古墳

時代 (中期)と 中 。近世の遺構を確認した。出土

遺物には縄文時代 (晩期)の ものも含まれていた。

調査地付近は中・近世には三条村 という農村

で、奈良市史料保存館に保管されている享保6年

(1731)の 村絵図や明治6年 (1873)の 地籍図

(複写)は、当時の土地利用が把握できる史料で

ある。下の地図は、明治時代の地籍図に記載され

た水 田地 割 を奈 良文化 財研 究所 が作 成 した

1/1,000地 形図に照合して展開したものである。

今までの発掘調査成果とこの水田地割とを対比す

ることで、調査地内の近世以前の地形と土地利用

の変遷について、以下のように把握することがで

きた。

A.地形について

調査地内の層序は、南寄 りを除き、基本的には

水田耕土・床上の下で地山となり、地山上面では

I 平城京跡の調査

弥生時代後期から近世にかけての遺構が重複 して

遺存していた。したがって、弥生時代後期には安

定した微高地となってお り、その後平城京造営や

中・近世にかけての耕地化等で繰 り返し開発され

たことがわかった。

明治時代初期の水田の地割が蛇行 した河川の名

残を残す調査地の南寄 りでは、水田耕上の下に複

数の中 。近世の床土層があり、その下で河川05の

埋土である奈良 。平安時代の遺物を含む砂礫層と

なっていた。河川05については、

a 砂礫は東方の笠置山地を構成する花蘭岩が

源岩のものが主体で、この山地が上流とみられ

る。花南岩は地表に露出すると風化が著しく進

む性質があることから、上流では花商岩の岩盤

が露出しており、降雨の際には風化で生じた多

量の砂礫が河川に流入して決水の引き金になっ

ていた可能性がある。

と |

字川崎
(六坪 )

|?
4522次

|

調査地周辺の明治時代初期の水田地割 1/2,000

字六反田 (八坪 )

4622次
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三条遺跡・平城京跡 (左京四条五坊)の調査

弥生時代 (後半)。 古墳時代 奈良・平安時代 (条坊は推定)

b 蛇行 した河川の名残を残す水田の地割は、

調査地の西方に続き、その西延長上の市平城

京325-3次調査地 (平成7年度)、 同3771次調

査地 (平成9年度)等では、四条条問路上を西

流する同様の埋土の河川が確認されている。

といった点から、おそ らく奈良時代後半から平安

時代前半に左京域の治水を目的として掘削された

河川で、調査地付近は既存の自然河川の河道を掘

り直したものと考える。

2.土地利用について

土地利用の上限については、区画遺構SXllの

濠内で船橋式に属する深鉢片が出土していること

から、縄紋時代晩期の可能性がある。

弥生時代後期～古墳時代中期については、集落

でみられる溝、土坑があり、出土遺物に甕・鉢・

高杯 といつた日用的な土器がみられることか ら、

集落の一画となっていたと考える。

奈良時代については、平城京の左京四条五坊七

坪の一画となっているが、居住地に関連する建物

や井戸等の遺構や出土遺物がみ られないことか

ら、空閑地であつた可能性が高い。条坊に関して

調査地の景観変遷概念図① 1/2,500

は、北を画する七・八坪坪境小路 と西を画する

三・七坪坪境小路は明治時代の水田に遺存地割が

認められることから存在したと考える。

平安時代についても、居住地に関連する遺構や

出土遺物がみられないことから、空閑地であった

可能性が高い。奈良時代の二・七坪坪境小路の東

側溝の想定位置で確認した溝SD13は、埋土や底

面の浸蝕状態を考慮すれば、前述の河川05と接続

する平安時代の水路で、東側溝を踏襲したものと

考える。

中 。近世については、土坑・耕作溝・粘土採掘

坑といった耕地でみられる遺構を確認したことか

ら、耕地として利用されていたと考える。上限は

粘土採掘坑の埋土の出土遺物から11～ 12世紀頃と

推測する。耕地の形状は近世の改変のため不明で

あるが、明治時代初期の水田の地割や土層を勘案

すれば、

a 北及び西の字界となっている大畦畔が条坊

の遺存地割である。

b 南北に長い短冊状の耕地が並ぶ。

c 南端の耕地は河川05の河道の名残を残す。

-44-



I 平城京跡の調査

河道内が水田化

(畦畔・水路は推定 )

調査地の景観変遷概念図② 1/2,500

といった様相を想定する。

近世についても、確認した遺構の特徴が中世と

同様で、耕地として利用されていたと考える。広

く分布する耕作溝の方向が明治時代初期の水田の

畦畔と方向がほぼ一致することから、明治時代初

期の耕地の様相と大差がないと考える。中世に成

立 した地割を基本的に踏襲 している可能性があ

り、土地制度や水利慣行も同様に中世に成立した

ものが近世に踏襲されている可能性がある。

C.今後の展望と課題

これまでの一連の発掘調査の結果、弥生時代後

期から近世までの地域史を明らかにするための重

要な資料を得ることができた。

弥生時代 (後期)。 古墳時代 (中期)の集落に

ついては、東に隣接する同時期の杉ヶ町遺跡も含

めて動向を把握する必要がある。

奈良・平安時代の左京四条五坊七坪について

は、空閑地であった要因を究明する必要がある。

中・近世の耕地については、三条村の営農を知

る手がかりとなるため、周辺での調査事例の増加

享保16年 (1731)の 村絵図 (部分、縮小トレース)と再検討が望まれる。 (安井宣也)



三条遺跡・平城京跡 (左京四条五坊)の調査

(2)平城京跡 (左京四条五坊五坪)の調査

調査地は、平城京の条坊復原では、左京四条五

坊五坪の北端中央部に位置する。調査地の南側の

市第4083次調査 (平成 10年度)では、東西方向

の溝と同方向の時期不明の河川を検出している。

基本層序 上から造成土 (1.2m)、 暗灰色粘質

土 (耕土 :0。 lm)、 灰色粘質土 (床土 :0。 1～ 0.3

m)、 淡灰色粘質土 (0.lm)と 続き、黄褐色シル

トの無遺物層にいたる。遺構の存する面は黄褐色

シル ト層上面であり、その標高は概ね65.2mで あ

る。

検出遺構 奈良時代から平安時代にかけての河

川と、中世・近世の粘土採掘坑、時期不明の上坑

である。

河サI108 発掘区東端で検出した南北方向の河川

である。西岸から1.5mまでを検出したが、東岸は

発掘区外になり、幅は不明である。弥生時代の土

器片が1点、奈良・平安時代の土師器 。須恵器・

製塩土器が出土した。

SK09 発掘区中央東部で検出した土坑である。

後述する粘土採掘坑の底面で確認した。平面円形、

直径0.6m、 深さ0.4mで底面には凹凸がある。遺

物が出土せず、時期は不明である。埋土が上部の

粘土採掘坑のものと似ていることから、粘土採掘

時の試し掘りの可能性がある。

|-16,260      1-16,255

-146,945

-146,950

近世の粘土

o                 5m

|

1/200

第 462-4次

中世の粘上採掘坑 発掘区全体で検出してい

る。それぞれの土坑が重複 して掘削されてお り、

全体の規模・形状がわかるものはないが、残存し

ている部分から推定すると、一辺 1.5～ 2.5mの平

面隅丸方形、または不整方形で、深さが0.5～ 0,8

m程度のものである。平安時代の瓦器、鎌倉・室

町時代の上師器が少量と瓦が出土した。

近世の粘土採掘坑 発掘区の西半で検出した。

平面形は正方形に近い隅丸方形で、中世のものよ

り隅が角張る傾向にある。規模も若干大きく、一

辺2.0～ 2.5m程度である。深さは0.5～ 0.8mで あ

る。江戸時代の土師器、信楽・伊万里・唐津など

の陶磁器、瓦質土器と瓦が出土した。

出土遺物 全体で遺物整理箱3箱分出土した。

土器・土製品には、弥生時代の上器、奈良・平

安時代の土師器・須恵器・製塩土器・土馬 (1点 )、

平安時代の瓦器、鎌倉・室町時代の土師器、江戸

時代の土師器 。瓦質土器 。国産陶磁器 (信楽・伊

万里・唐津)、 中国産 (明代)の 白磁がある。

丸・平瓦は、3点が中世粘土採掘坑から出土し、

他は近世の粘土採掘坑から出上した。また、平安

時代以降の巴紋の軒丸瓦が2点出上した。

他に安山岩の剥片1点、板状木製品1点が出土し

(久保邦江)た 。

古
二
凩

第4624次調査 発掘区全景 (北から)第4624次調査 遺構平面図

-146955
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I 平城京跡の調査

3。 平城京跡 (左京四条五坊五坪)の調査 第467・ 470次

遺 跡 名 調査次数 事業名 届  出  者 調 査 地 調 査 期 間 調査面積 調査担当者

平城京跡

左京四条五坊五坪

HJ467

店舗建設

奈良 トヨタ自動車 (株 ) 杉ケ町30 平成13 913～ 11 8 636111 山前智敬

H」470 (株 )

トヨタレンタリース奈良
杉ケ町31 平成13 1020 ～ 10 30 88ギ 武田和哉

平城京左京 (外京)四条五坊五坪では、平成13

年度に2件の調査を実施した。調査地は、100mほ

ど離れているが、あわせて報告する。

同坪内では、過去 8度 の調査を実施 している

(市第2682-3次 :平成4年度、市第373次 :平

成9年度、市第4082-3次 :平成10年度、市第

4292次 :平成11年度、市第446次 :平成 12年度、

市第4624次 :本書46頁 )。 これらの調査では、縄

紋時代の土坑、弥生後期末～古墳時代初頭の河川

(市第4292次 )、 奈良時代の四・五坪坪境小路、

同西側溝、中世以降の河川 (市第2682-3次 )、

随 al＼

第467・ 470次調査 発掘区位置図 1/6,000

II:讐

!J
半

` :■

す一
一

ｆ
キ

ヽ
一
二
チ

鋒:愁

テ
~τ

第467次調査 発掘区 全景 (西から)
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平城京跡 (左京四条五坊五坪)の調査 第467・ 470次

第467次調査 発掘区 全景 (北西から)

中・近世の粘土採掘坑 (市第462-4次 )を検出し

ている。

第467次調査 第467次調査では、縄紋および

弥生時代の遺構の確認、および奈良時代の五坪内

の把握、中 。近世の河川、粘土採掘坑の確認を目

的とした。また、発掘区南では、四条大路北側溝

が想定され、その確認にも重点を置いた。

発掘区内の基本的な層序は、造成盛土、黒色土、

灰色上、淡黄褐色粘土、灰褐色粘土と続き、地表

下約1.7mで黄灰色粘上の地山に至る。地山上面の

標高は概ね65。6mである。土層観察から、中世の

粘土採掘坑群は灰褐色粘土の、近世の粘土採掘坑

群は淡黄褐色粘土の、それぞれ上面に存していた

と考えられるが、遺構検出は地山上面で行った。

検出遺構には、時期不明の土坑、中世の粘土採

掘坑群、溝状遺構、近世の粘土採掘坑群がある。

土坑SK01は、発掘区中央で検出した。掘形の

平面は不整形で、東西約 1.6m、 南北約2.5m、 深

さは約0,5mで ある。埋土から弥生土器、須恵器な

どが出上した。垂直に掘 りこまれ、湧水があるこ

とから、井戸の可能性も考えられるが、枠がみら

れないので土坑と判断した。須恵器は小片のため、

時期が特定できない。

中世の遺構には、粘土採掘坑 (SX02～ 05)群お

よび溝状の落ち込み (SD06)がある。

粘土採掘坑 (SX02～ 05)の深さは0.1～ 0.5m

で、一様でない。SX02の埋土は淡灰茶色粘土で、

弥生土器、奈良時代の須恵器 。軒丸瓦 (型式不明)、

13世紀前半～14世紀の上師器、13世紀中頃の瓦器、

サヌカイ ト片などが出土した。SX03の埋土は淡

灰茶色粘土で、弥生土器、奈良時代の須恵器、13

1 造成盛土

2 黒色土 (耕作土)

とH:  3 灰色土 (床 土)

~668m  4 
淡黄褐色粘土

5 灰褐色粘土

6 灰茶色粘土

7 粘土採掘坑 (近 世)

8 粘土採掘坑 (中 世)

9 黄灰色粘土 (地 山)

- 658m
0                   1rn

第467次調査 基本土層模式図 1/40

世紀の土師器、 13世紀末の瓦器などが出上した。

SX04の 埋土は明黄灰色粘質土で、13世紀の瓦器

などが出土 した。SX05の 埋土は灰茶色粘土で、

奈良時代の須恵器、15世紀の上師器・瓦質土器な

どが出土した。

SD06は溝状の遺構。深さは約0.4mである。埋

土は淡灰褐色粘土、灰色粗砂、青灰色粘土、暗灰

色粘土で、奈良時代の須恵器、 12世紀の上師器、

12世紀後半～13世紀初の瓦器、15世紀末～16世

紀初の上師器・瓦質土器・陶器 (信楽)、 16世紀

後半の淳 州窯系染付磁器、中世の軒丸瓦 (2点 )、

斬の羽日などが出上した。埋土に砂層があるので、

水が流れた可能性も考えられる。

近世の遺構には、粘土採掘坑 (SX07～ 12)群

がある。深さは0。 1～ 0.6mで、一様でない。SX07

の埋土は暗灰色粘土で、奈良時代の須恵器、 17世

紀前半の土師器・唐津窯陶器、泥塔などが出土し

た。掘形底には直径0.3m、 深さ0。4m程 の穴が数

個ある。粘上の厚さを調べるために掘削したもの

と思われる。SX08の埋土は淡灰褐色粘土、暗灰

色粘土で、奈良時代の須恵器、17世紀の信楽窯陶

器・土師器 。肥前系磁器 。京焼系陶器、 17世紀中

頃の唐津窯陶器・肥前系磁器な どが出上 した。

SX09の埋土は灰茶褐色粘土、暗灰色粘土で、奈

良時代の須恵器、13世紀の瓦器、17世紀の土師器、

信楽窯陶器・肥前系磁器、17世紀後半の土師器抱

烙・唐津窯陶器、鉄滓などが出上した。SX10の

埋土は灰色粘土で、 17世紀後半～18世紀初の肥前

系磁器、 18世紀初 の土師器 な どが 出土 した。

SXllの埋土は灰色粘土、暗灰色粘土で、奈良時

代の須恵器、17世紀後半～18世紀初の肥前系磁器、
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0              10m

第467次調査 中世の遺構 (網 部)平面図 1/400

I 平城京跡の調査

0              10m

第467次調査 近世の遺構 (網部)平面図 1/400

0                               10m

第467次調査 遺構平面図 1/200
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平城京跡 (左京四条五坊五坪)の調査 第467・ 470次

唐津窯陶器、 18世紀前半の肥前系磁器、土師器な

どが出土 した。SX12の 埋土は灰茶褐色粘土で、

17世紀後半～18世紀初の肥前系磁器が出土した。

今回の調査区内には、縄紋・弥生時代の遺構は

なかった。また、平城京四条大路の北側溝が想定

される場所であるが、側溝にあたる遺構はなかっ

た。周辺の調査でも、四条大路北側溝が想定され

る場所で検出されていないことから考えて、何 ら

かの要因により四条大路は想定位置よりも南側に

あるものと思われる。 (山前智敬)

第470次調査 調査地は、第467次調査の北西

に位置してお り、坪の中央からやや南東へ寄った

場所に該当している。

本調査では、周辺での調査成果を踏まえつつ、

粘土採掘坑の有無や、地下遺構の様相の把握など

を目的として、88♂ の発掘区を設定した。

発掘区内の基本層序は、上から順に、まず造成

上 (約0.5m)があり、次いで黒灰色粘土 (耕土・

約 0。 2m)、 暗灰色粘土 (約 0。 lm)、 暗茶褐色粘土

(約 0.4m)、 暗灰色粘土 (約 0.lm)、 暗灰色粘土

(約 0.2m)、 暗茶灰色土 (0.1～ 0.2m)、 暗灰色粘

砂 (0.2～ 0,3m)淡黄灰色粘砂 (約 0。lm)と続く。

それ以下は、暗褐色粘土や淡黄灰色粗砂、暗褐色

粘土 (腐植物含む)、 灰色砂礫等が複雑に堆積 し

ている。それらの下層にある地山は、青灰色粘土

(礫含む)ま たは粗砂で、地表下約2.2～ 2.4m付近

でその上面に至る。発掘区内で確認した地山上面

の標高は、64.4～64.6mである。

検出した遺構には、古代の河川1条 と時期不明

の護岸施設がある。以下にその概略を記す。

河川13は、発掘区西辺で検出した。発掘区内で

はやや蛇行した様相を呈している。溝底の高低差

はあまりなく、流れていた方向を推測するのは難

しいが、周囲の地形などを考慮すると、南流して

いたものと推測される。また、様相からみて人為

的に掘削された溝の可能性もある。

規模は、発掘区西側中央付近では、幅約2.2m、

深さは約0.5mで ある。埋土は主として灰色砂と暗

灰色粘土の互層からなる。埋土中には、多くの腐

植物が含まれており、平安時代初期の黒色土器や

土師器、灰釉陶器、緑釉陶器、古代の須恵器や瓦

片などが出土した。さらに、西岸の比較的浅い場

所から、土馬が1点出土している。

SX14は、発掘区の中央北辺で検出した護岸施設

で、木杭を多数検出した。 これ らの木杭を、杭の

打設方法に着目して観察すると、概ね3つ のグル

ープに大別できる。すなわち、A―垂直方向に打ち

込んでいるグループと、B斜め方向に打ち込んで

いるグループ、そして、C―横に渡した板材を押さ

えるような形で配置されているグループである。

Aの垂直方向に打ち込んだ杭のグループは、木

杭全体の中では、東寄 りの場所に位置している。

概ね東西lm程度の範囲に南北の帯状に、集中し

て打ち込まれている様相が見受けられる。そして

北側 と南側は発掘区外へと続いていく模様であ

る。残存している杭の径は、5～ 1 0cm程 度で、い

ずれも先を尖らせている。

Bの斜めに打ち込んだ杭のグループは、全体で

はSX14の ほぼ中央に位置しているが、一部は東

側の垂直に打ち込んだAグループの範囲内にも拡

がっている。杭はいずれも西から東に向かって斜

めに打ち込まれてお り、こちらの杭もAと 同様に

径5～ 10cmで、先を尖らせたものが多くを占める。

Cの横に渡した板材を押さえる杭のグループは、

SX14全容の中では、西側に位置している。長さ1

～2m、 幅15cm、 厚さ2～3cm程度の板材5本 と、そ

れを押さえるように垂直方向に打ち込まれている

杭より構成されている。板材の配置には、特に顕

著な傾向は見て取れないが、SX14の 中央寄 りに

位置する1本だけは、ほぼ南北方向に配置されて

いる。更に、最も西端にある板材は、河川13の 埋

土より上層にあり、それよりも新 しい時期のもの

と考えられる。

これらの木杭群A・ B・ Cは、いずれも、暗褐色

土もしくは暗褐色粘土の下面 (地面下約1.9m、 標

高約64.8m付近)か ら打ち込まれているが、杭の

先端は地山層にまでは到達していないことが、土

層観察の結果から判明している。

このような各木杭群の性格については、発掘区

内の層相や様相から推測するかざりでは、堤防の

護岸や補強材のような、治水目的で設置されたも

のの残存部分とみられる。
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I 平城京FVIの調査
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10 造成盛土

11 黒灰色粘土 (耕土)

12 暗灰色粘土

13 暗茶褐色粘土

14 暗灰色粘土

15 暗灰色粘土 (やや淡い)

16 茶灰色砂質土

17 暗茶灰色土

18 暗灰色粘砂

19 淡黄灰色細砂

20 暗褐色粘土

21 暗灰色粘上

22 黒灰色粘土、暗灰色粘砂 (互層)

23 暗褐色粘土 (腐植物を含む)

第470次調査 発掘区北壁土層図 1/60

第470次調査 遺構平面図 1/100

灰色砂礫 (河川13埋土)

灰色砂礫

暗褐色土 (腐植物を含む)

淡黄灰色粗砂

灰色砂礫

暗灰色土

青灰色礫または粗砂 (地 山)
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